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一　
【
要
約
】
　
私
は
さ
き
に
行
な
わ
れ
た
藤
原
宮
富
域
検
出
の
た
め
の
緊
急
調
査
に
関
係
し
て
、
藤
原
京
の
京
域
お
よ
び
そ
の
条
坊
制
に
つ
い
て
の
私
見
を
発

　
表
し
た
が
、
そ
の
際
右
と
密
接
に
関
連
す
る
方
格
地
割
が
い
わ
ゆ
る
飛
鳥
の
地
域
に
も
存
在
す
る
ら
し
い
こ
と
に
気
付
い
て
い
た
。
本
稿
は
飛
鳥
保
存
の

　
問
題
に
も
資
す
る
た
め
、
そ
の
詳
細
を
報
告
す
る
も
の
で
、
ま
ず
一
町
旺
一
〇
六
m
の
方
格
地
割
に
飛
鳥
寺
・
川
原
寺
・
橘
寺
・
豊
浦
寺
な
ど
の
寺
院
や
、

　
あ
る
い
は
亀
石
・
酒
船
窓
・
弥
勒
石
な
ど
の
石
造
遺
物
が
正
し
く
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
つ
い
で
そ
の
方
格
地
割
と
藤
原
京
条
坊
制
と
の
関
係

　
を
論
じ
、
ま
た
そ
の
性
格
を
追
究
す
る
た
め
に
、
当
時
の
「
飛
鳥
」
の
地
域
の
考
定
、
倭
京
の
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。
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は
　
じ
　
め
　
に

　
私
は
さ
き
に
奈
良
県
教
育
委
員
会
が
藤
原
宮
宮
域
検
出
の
た
め
に

実
施
し
た
緊
急
調
査
に
関
係
し
て
藤
原
京
京
域
の
推
定
、
お
よ
び
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

坊
制
の
復
原
を
試
み
た
が
、
そ
の
作
業
の
過
程
で
飛
鳥
の
地
域
に
関

し
て
も
、
藤
原
京
の
東
京
極
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
中
ツ
道

の
延
長
線
が
橘
寺
東
大
門
の
前
に
至
る
こ
と
の
ほ
か
、
飛
鳥
寺
伽
藍

中
軸
線
と
川
原
寺
伽
藍
中
軸
線
の
聞
隔
が
、
推
定
復
原
し
た
藤
原
京

の
一
睡
、
一
条
の
矩
離
に
ほ
ぼ
等
し
い
ら
し
い
と
い
う
事
実
に
気
付

　
②
い
た
。
こ
の
こ
と
は
新
益
京
と
呼
ば
れ
た
藤
原
京
と
い
わ
ゆ
る
飛
鳥

京
の
地
割
が
関
連
す
〃
7
8
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
が
、
当
面

は
藤
原
京
が
閤
題
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
上
深
く
追
究
せ
ず
後
日

を
期
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
私
の
関
係
し
た
藤
原
宮
の

緊
急
調
査
も
推
定
ど
お
り
叢
叢
の
限
界
を
検
出
し
て
い
ち
お
う
所
期

の
目
的
を
達
し
た
の
を
契
機
に
、
　
↓
方
飛
鳥
保
存
の
問
題
と
も
関
連

し
て
飛
鳥
京
に
つ
い
て
の
考
察
を
進
め
て
お
く
こ
と
が
急
務
と
考
え

ら
れ
た
の
で
、
改
め
て
右
の
事
実
を
手
が
か
り
に
飛
鳥
の
地
域
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。
藤
原
京
の
場
合
と
同
様
、
い
わ
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ゆ
る
飛
鳥
京
に
も
何
ら
か
の
計
画
性
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
遺
跡
の
保
存
を
図
る
た
め
に
い
さ
さ
か
で
も

資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
飛
鳥
・
藤
原
保
存
問
題
は
急
速
・
に
展
開
し
、
保
存
に
関
す

る
種
々
な
案
が
提
示
さ
れ
、
ま
た
発
掘
調
査
も
よ
う
や
く
進
捗
し
、

さ
ら
に
飛
鳥
京
地
割
の
復
原
に
関
し
て
も
永
年
飛
鳥
遺
跡
の
調
査

を
担
当
し
て
来
ら
れ
た
網
千
善
教
氏
の
新
説
が
紙
上
に
発
表
さ
れ

　
③た
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
、
以
下
私
が
考
察
を
進
め
て
来
た
試

・
案
の
概
要
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
私
案
は
あ
く
ま
で

　
一
つ
の
試
案
で
あ
っ
て
、
し
か
も
私
な
り
に
な
お
検
討
を
加
え
た
い

問
題
も
多
く
、
ま
た
み
ず
か
ら
疑
問
と
し
て
い
る
点
も
少
な
く
な
い
。

従
っ
て
本
来
な
ら
ば
そ
れ
ら
を
解
明
し
た
上
で
慎
重
に
公
表
す
べ
き

で
は
あ
る
が
、
こ
と
飛
鳥
の
保
存
と
い
う
緊
急
を
要
す
る
課
題
に
も

関
係
す
る
た
め
、
こ
の
際
敢
え
て
不
充
分
な
ま
ま
で
も
発
表
し
、
で

き
る
だ
け
多
く
関
係
の
方
肉
の
批
判
示
教
を
受
け
、
正
し
い
飛
鳥
保

存
の
た
め
の
捨
石
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
次
第
で
あ

る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
私
案
の
基
礎
と
な
っ
た
事
実
を
な
る
べ
く

詳
細
に
記
述
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
考
察
に
資
す
る
た
め
関
係
史

料
も
能
う
か
ぎ
り
掲
窪
し
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
問
題
や
疑
問
と

す
る
点
も
併
わ
せ
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

①
拙
稿
「
京
域
の
想
定
と
藤
原
京
条
坊
欄
」
（
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
藤
原
宮
』
）
、

　
嗣
「
飛
鳥
か
ら
平
城
へ
」
（
『
臼
本
の
古
代
』
5
近
畿
篇
）
。

②
前
掲
拙
稿
「
京
域
の
想
定
と
藤
原
京
条
坊
制
」
に
お
い
て
示
唆
し
て
お
い
た

　
（
一
一
一
四
ペ
ー
ジ
）
。

③
網
干
善
教
「
飛
鳥
京
地
割
の
戸
隠
」
（
要
約
）
（
昭
和
四
十
五
年
四
月
三
十
日

　
付
『
朝
日
新
開
』
）
。

　
は
じ
め
に
飛
鳥
寺
・
川
原
寺
両
寺
伽
藍
中
軸
線
の
間
隔
が
藤
原
三

条
管
制
の
一
坊
”
一
条
の
距
離
に
ほ
ぼ
等
し
い
ら
し
い
事
実
に
気
付

い
た
と
述
べ
た
が
、
ま
ず
こ
の
点
か
ら
確
か
め
て
み
る
。
藤
原
京
の

東
西
幅
は
橿
原
市
三
千
分
の
一
地
図
（
昭
和
三
二
・
七
測
図
、
昭
和
四
二
・

九
修
正
、
富
士
測
黛
株
式
会
社
官
製
）
に
よ
っ
て
、
橿
原
市
八
木
町
札
の
辻

十
字
路
中
心
点
（
西
京
極
下
ッ
道
と
北
京
極
横
大
路
の
交
点
）
と
桜
井
市

西
之
宮
三
輪
神
社
T
字
路
中
心
点
（
東
京
極
中
ッ
道
と
北
京
極
横
大
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
交
点
）
の
間
で
図
上
で
計
測
す
る
と
二
一
一
八
m
と
な
る
。
　
こ
れ

を
藤
原
京
は
左
・
右
京
各
四
坊
、
計
八
握
と
考
え
て
一
坊
距
離
を
算

出
す
る
と
、
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（
羅
藏
嚇
渇
舜
顧
－
爵
舜
薗
）
b
⊃
＝
。
。
ヨ
十
。
。
紅
卜
⊃
＠
誤
巳
（
日
疇
愚
馨
）

と
な
っ
て
、
二
六
四
・
七
五
m
と
な
る
。
つ
ぎ
に
問
題
の
飛
鳥
寺
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

藍
中
軸
線
と
川
原
寺
伽
藍
中
軸
線
間
の
間
隔
を
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所
千
分
の
一
地
図
（
昭
和
三
〇
・
八
航
空
写
真
撮
影
、
昭
和
一
三
・
　
測
図
、

ア
ジ
ア
航
杢
測
量
株
式
会
社
調
製
）
に
よ
っ
て
計
測
す
る
と
、
二
六
四
m
な

る
数
値
が
え
ら
れ
、
ま
さ
に
一
筋
阻
一
条
の
距
離
と
一
致
し
、
は
U

め
の
推
定
の
正
し
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
数
値
は
今
後
の
考
察
の
基
本
的
数
値
と
し
て
重
要
な
意
味
を

も
つ
の
で
、
な
お
藤
原
室
内
で
測
定
し
う
る
他
の
デ
ー
タ
に
よ
り
、

同
じ
よ
う
に
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
千
分
の
一
地
図
を
用
い
て
一

三
“
一
条
の
距
離
を
計
測
算
出
し
て
み
た
。

○
藤
原
宮
大
極
殿
中
心
一
西
京
極
下
ッ
道
中
心

　
さ
き
に
日
本
古
文
化
研
究
所
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

れ
た
藤
原
宮
大
極
殿
中
心
を
報
告
書
収
載
の
実
測
図
、
お
よ
び
現
在

宮
内
庁
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
て
い
る
三
百
分
の
一
藤
原
宮
阯
実
測
平
面

図
に
よ
っ
て
求
め
、
そ
れ
と
そ
の
真
西
の
地
点
に
お
け
る
下
ッ
道
中

心
と
の
間
の
距
離
を
図
上
で
計
測
す
る
と
、
一
〇
六
三
m
と
な
る
。

こ
れ
は
四
坊
分
に
絹
算
す
る
か
ら
、

　
　
（
鶏
勇
磁
界
蘭
韓
舌
ワ
！
鳳
蔓
紫
）
一
〇
①
。
。
ヨ
十
△
一
霧
㎝
．
翻
ヨ
（
一
町
聯
面

　
　
無
）

と
な
り
、
二
六
五
・
七
五
m
な
る
数
値
を
う
る
。
こ
れ
は
さ
き
の
数

値
よ
り
一
m
ほ
ど
長
い
が
、
実
測
図
に
よ
る
と
藤
原
宮
大
極
殿
は
そ

の
東
西
に
あ
る
殿
堂
と
の
間
隔
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
や
や
東
に
偏

し
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
そ
の
影
響
か
も
知
れ
な
い
。
す
な
わ
ち

大
極
殿
中
心
線
と
東
殿
堂
趾
中
心
線
と
の
間
隔
が
一
八
六
・
一
尺
で

あ
る
に
対
し
、
西
殿
堂
祉
中
心
線
と
の
間
隔
は
一
九
六
・
八
尺
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

↓
○
・
七
尺
（
三
・
二
四
m
）
長
い
。
い
ま
東
西
両
殿
堂
の
ち
ょ
う
ど

中
間
を
中
軸
線
に
想
定
す
れ
ば
、
一
〇
・
七
尺
の
半
分
、
一
・
六
二

m
が
修
正
値
と
な
る
か
ら
、
さ
き
の
数
値
は
二
六
四
m
に
近
づ
く
。

○
藤
原
宮
十
二
堂
院
南
門
中
心
　
　
西
京
極
下
ッ
道
中
心

　
同
じ
よ
う
に
さ
き
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
十
二
堂
院
南
門
、
す
な
わ

　
　
　
　
　
⑤

ち
朝
堂
院
正
門
と
そ
の
真
西
に
お
け
る
下
ッ
道
中
心
間
の
距
離
を
計

測
す
る
と
、
一
〇
五
八
m
と
な
る
。
こ
れ
も
四
坊
分
に
当
た
る
か
ら
、

　
　
（
鶏
癒
聴
十
口
購
爵
轟
「
炉
7
ご
ワ
i
圏
呉
翻
）
一
〇
㎝
○
。
巳
十
駆
一
霧
胤
・
q
ヨ

　
　
（
二
黒
謡
｝
慈
）

と
な
り
、
二
六
四
・
五
m
な
る
数
値
が
え
ら
れ
る
。

○
薬
師
寺
伽
藍
中
軸
線
…
一
西
京
極
下
ッ
道
中
心

藤
原
京
薬
師
寺
、
す
な
わ
ち
本
薬
師
寺
は
現
在
も
東
塔
・
西
塔
の
心
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礎
が
遺
存
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
中
閾
点
と
下
ッ
道
中
鋼
帯
の
距
離

を
同
じ
よ
う
に
図
上
で
計
測
す
る
と
、
三
九
六
m
と
な
る
。
薬
師
寺

は
右
京
八
条
三
坊
に
位
置
し
、
伽
藍
中
軸
線
は
正
し
く
三
児
の
中
心

線
と
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
一
嵩
分
の
距
離
は
、

　
　
（
豊
津
§
辱
三
十
・
謙
丁
重
翻
）
ω
①
①
一
一
†
・
。
①
含
（
回
慈

　
　
馨
）

と
な
っ
て
、
二
六
四
m
と
い
う
数
値
が
算
出
さ
れ
る
。

　
以
上
三
例
か
ら
え
ら
れ
た
一
坊
分
の
距
離
は
い
ず
れ
も
二
六
四
m

強
と
な
り
、
さ
き
に
藤
原
京
北
京
極
に
お
け
る
中
ッ
道
・
下
ッ
道
間

の
距
離
か
ら
算
出
し
た
一
泊
の
数
値
と
ま
さ
に
↓
致
す
る
。
従
っ
て

こ
の
数
値
を
藤
原
京
条
坊
制
に
お
け
る
一
条
翻
一
坊
距
離
の
基
本
数

値
と
冤
倣
し
て
ま
ず
誤
り
あ
る
ま
い
。

　
と
こ
ろ
で
藤
原
京
は
東
西
四
里
・
南
北
六
里
と
推
定
し
た
が
、
そ

の
場
合
の
里
は
大
宝
令
雑
令
に
「
凡
芝
地
、
五
尺
為
歩
、
三
百
歩
為

里
」
と
み
え
る
令
大
尺
⊥
富
麗
尺
の
五
尺
を
一
歩
と
す
る
三
〇
〇
歩

－
一
里
で
あ
る
。
同
時
に
三
六
〇
歩
一
段
制
に
お
け
る
一
町
の
地
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

は
や
は
り
令
大
尺
一
高
麗
尺
の
五
尺
を
一
歩
と
す
る
六
〇
歩
平
方
で
、

そ
の
六
〇
歩
を
ま
た
長
さ
の
一
町
と
も
称
す
る
。
従
っ
て
大
宝
令
に

お
け
る
一
里
－
三
〇
〇
歩
は
五
町
に
相
当
し
、
藤
原
京
条
坊
制
は
そ

の
一
里
を
二
坊
聾
二
条
と
す
る
か
ら
、
一
嵩
翻
一
条
は
半
里
、
す
な

わ
ち
二
・
五
畜
と
な
る
。
そ
こ
で
さ
き
の
一
条
－
一
坊
間
距
離
二
六

四
m
強
よ
り
一
町
の
数
値
を
算
出
す
る
と
、
　
一
〇
五
・
六
皿
強
、
す

な
わ
ち
ほ
ぼ
一
〇
六
m
と
な
る
。

　
さ
て
前
述
の
よ
う
に
、
飛
鳥
寺
・
川
原
寺
両
伽
藍
中
軸
線
閤
の
間

隔
が
二
六
四
m
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
間
が
ち
ょ
う
ど
二
町

半
に
相
当
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
一
町
一
一
〇
六
皿
と

い
う
数
値
に
着
目
し
て
飛
鳥
地
域
の
主
要
遺
跡
に
関
し
て
図
上
計
測

を
行
な
う
と
、
他
に
も
い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
ず
中
ッ
道
（
藤
原
京
東
京
極
）
の
南
へ
の
延
長
線
、
そ
れ
は
橘
寺
の

推
定
東
大
…
門
肚
前
に
至
る
が
、
こ
の
線
と
飛
鳥
寺
中
軸
線
型
の
間
隔

が
ほ
ぼ
一
町
に
当
た
る
。
ま
た
さ
き
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
川
原
寺
南

大
門
と
そ
の
真
南
に
検
出
さ
れ
た
橘
寺
北
門
の
心
々
間
の
距
離
は
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

言
霊
ハ
四
・
五
五
尺
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
五
四
・
三
皿
と
な
り
、
半

町
－
五
三
磁
に
近
い
。
さ
ら
に
こ
の
川
原
寺
南
大
門
築
地
の
線
を
真

　
　
　
　
⑦

東
に
延
長
し
、
そ
れ
と
飛
鳥
寺
北
方
を
通
る
山
臓
－
墨
田
道
路
と

の
間
の
距
離
を
測
る
と
、
　
一
三
二
一
m
と
な
る
が
、
こ
れ
を
一
町
H

一
〇
六
m
で
除
す
る
と
、
　
一
二
・
四
六
町
と
な
り
、
そ
の
間
が
一
二

町
半
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
従
っ
て
橘
寺
北
限
と
の
間
は
；
一
町
と
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な
る
。
同
じ
よ
う
に
そ
の
山
田
－
雷
丘
道
路
と
や
は
り
さ
き
に
発

掘
調
査
さ
れ
た
飛
鳥
寺
西
門
中
軸
線
聞
の
距
離
を
測
る
と
、
五
ゴ
ニ

m
と
な
る
が
、
こ
れ
は
五
器
に
椙
当
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
飛
鳥
の
地
域
に
は
一
町
－
一
〇
六
m
を
基
準

尺
度
と
す
る
方
格
地
割
の
存
在
す
る
ら
し
い
こ
と
が
充
分
に
想
定
さ

れ
る
の
で
、
一
〇
六
皿
の
方
格
を
作
製
し
、
こ
れ
を
千
分
の
田
地
図
上

に
あ
て
て
み
る
と
、
図
示
し
た
よ
う
な
数
女
の
注
目
す
べ
き
事
実
の

存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
以
下
説
明
を
加
え
る
こ
と
と

す
る
が
、
便
宜
上
壷
中
南
北
線
に
つ
い
て
は
中
ヅ
道
延
長
線
を
Y
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　

し
、
そ
れ
か
ら
東
へ
一
町
ご
と
に
、
瑞
・
瑞
…
…
、
西
へ
W
・
W
…

…
と
称
す
る
こ
と
と
し
、
同
じ
よ
う
に
東
西
線
は
山
田
i
雷
丘
道

路
、
こ
の
延
長
線
は
山
田
寺
肥
大
門
前
に
至
る
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の

線
を
X
と
し
て
、
そ
れ
か
ら
南
へ
一
町
ご
と
に
亀
・
鉱
．
…
…
と
よ
ぶ

こ
と
と
し
た
。

　
ω
　
Y
は
中
ッ
道
牲
藤
原
京
東
京
極
の
南
へ
の
延
長
線
で
あ
る
が
、

具
体
的
に
は
横
大
路
に
お
け
る
橿
原
市
と
桜
井
市
の
境
界
点
、
三
輪

神
社
と
市
藤
島
神
社
の
間
の
丁
字
路
中
心
と
橘
寺
推
定
東
大
門
肚
を

結
ぶ
線
で
あ
る
。
橘
寺
は
さ
き
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
中
門
・
塔
・

金
堂
・
講
堂
の
遺
構
の
一
部
が
検
出
さ
れ
、
東
面
す
る
四
天
王
寺
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

伽
藍
配
置
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
東
大
門
の
位
琶
は

ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
中
門
の
東
、
崖
の
下
は
「
字
東

門
」
と
称
し
、
飛
鳥
川
に
架
せ
ら
れ
た
旧
道
の
橋
の
西
か
ら
は
南
に

Y
に
そ
う
よ
う
な
道
が
通
じ
て
お
り
、
ま
た
東
に
向
っ
て
は
約
一
〇

〇
m
の
細
長
い
田
地
三
筆
が
残
っ
て
お
り
、
　
「
竿
長
通
り
」
と
称
し

て
い
る
。
橘
寺
東
大
門
前
の
道
路
の
痕
跡
か
と
も
み
ら
れ
、
ほ
ぼ
賑

に
そ
う
位
置
に
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
の
ち
に
改
め
て
述
べ

る
。　

ま
た
こ
の
Y
は
飛
鳥
寺
の
西
北
で
、
現
在
東
京
国
立
博
物
館
の
庭

に
置
か
れ
て
い
る
須
弥
山
像
・
道
祖
神
像
と
よ
ぶ
二
基
の
石
造
品
を

出
土
し
た
「
字
石
神
」
地
番
二
八
七
回
忌
を
通
る
。
こ
れ
ら
の
石
造

贔
は
斉
明
紀
に
し
ば
し
ば
み
え
る
飛
鳥
寺
の
西
、
甘
椿
丘
の
東
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

辺
に
あ
る
須
弥
山
籐
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
出
土
地
点
に
つ
い
て
そ

の
後
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
が
、
詳
し
い
報
告
が
な
さ
れ
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

い
の
で
詳
細
は
判
ら
な
い
。
し
か
し
Y
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
と

推
定
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
Y
は
飛
鳥
寺
寺
域
の
西
で
、
俗
に
入
鹿
首
塚
と
伝
え
て
い

る
五
輪
塔
の
少
し
西
方
を
通
る
こ
と
に
な
る
が
、
五
輪
塔
の
位
置
で

は
左
四
・
四
m
の
敷
石
遣
構
が
南
北
約
三
五
m
に
わ
た
っ
て
存
在
す
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る
こ
と
が
発
掘
調
査
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
Y
に
規
制
さ

れ
た
遺
構
か
も
知
れ
な
い
が
、
北
へ
は
あ
ま
り
続
か
な
い
ら
し
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
が
最
近
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
②
　
島
は
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
飛
鳥
寺
伽
藍
中
軸
線
、
す
な
わ

ち
南
門
・
中
門
・
塔
・
中
金
堂
・
講
堂
の
中
心
を
連
ね
る
線
と
一
致

す
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
南
、
飛
鳥
板
蓋
宮
伝
承
地
遺
跡
西
遺
構
と
し

て
発
掘
調
査
の
続
け
ら
れ
て
い
る
地
域
に
、
現
在
約
三
八
O
m
に
わ

た
り
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
南
北
方
向
に
存
在
す
る
畦
畔
と
も
一
致
す
る
。

し
か
し
こ
の
畦
畔
の
線
は
今
ま
で
の
発
掘
結
果
で
は
地
下
遺
構
の
存

在
状
態
と
は
直
接
関
係
が
な
い
よ
う
で
、
後
門
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
③
　
瑞
は
そ
の
西
遺
構
の
東
限
を
画
す
施
設
と
み
ら
れ
る
南
北
約

一一

Z
〇
m
に
わ
た
っ
て
長
く
続
く
掘
立
一
本
柱
列
の
線
と
ほ
ぼ
一
致

　
⑫
す
る
。
そ
し
て
こ
の
遺
購
は
現
在
の
畦
畔
と
道
路
に
も
そ
っ
て
い
る

が
、
そ
の
道
路
は
さ
ら
に
明
日
香
村
役
場
の
東
を
飛
鳥
川
岸
近
く
ま

で
南
下
し
て
お
り
、
従
っ
イ
、
㌫
．
の
線
は
南
北
約
五
〇
〇
m
に
わ
た
り

現
在
も
確
認
で
き
る
。

　
㈲
　
板
蓋
宮
伝
承
地
遺
跡
東
遺
溝
の
東
限
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
東
方
に
南
北
に
通
ず
る
溝
数
本
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
を
越
え
て
さ
ら
に
東
流
す
る
大
溝
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
遺
構
は
さ

ら
に
東
に
及
ん
で
い
る
ら
し
い
。
し
か
し
す
ぐ
東
は
丘
陵
に
な
る
と

い
う
地
形
を
考
慮
す
れ
ば
、
馬
の
線
が
ほ
ぼ
無
限
に
当
た
る
こ
と
に

な
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。
県
道
ぞ
い
の
畦
畔
も
瑞
に
近
い
が
、
馬
は

さ
ら
に
岡
の
集
落
内
を
高
市
小
学
校
に
向
い
南
下
す
る
道
路
の
少
し

西
を
通
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
そ
の
道
路
は
現
在
の
明
日
香
村
観

光
会
館
（
旧
村
役
場
）
よ
り
南
は
新
道
で
あ
る
が
、
そ
の
地
域
の
地

籍
図
を
検
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
南
の
部
分
に
瑞
に
適
合
す
る
よ
う
な

地
割
の
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
⑤
馬
の
線
上
に
は
史
蹟
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
洋
船
石
が
ち
ょ

う
ど
位
置
す
る
。
酒
附
石
の
用
途
は
不
明
で
あ
り
、
そ
の
東
方
か
ら

は
か
っ
て
付
属
の
石
窯
か
と
み
ら
れ
る
加
工
石
十
六
個
が
発
見
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
の
ち
に
改
め
て
ふ
れ
る
が
、
西
南
西
飛
鳥
川
ぞ
い
の

字
出
水
通
称
ケ
チ
ソ
ダ
と
称
す
る
地
か
ら
は
酒
上
石
類
似
の
二
個
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

石
造
品
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
偶
然
か
も
知
れ
な
い
が
、

さ
き
の
須
弥
山
像
・
道
祖
神
像
な
ど
飛
鳥
に
多
い
巨
大
石
造
品
の
位

置
に
は
注
意
を
要
す
る
。

　
ま
た
島
庄
の
集
落
に
お
い
て
は
、
唯
称
寺
か
ら
高
市
小
学
校
西
側

に
通
ず
る
道
路
が
ほ
ぼ
瑞
の
線
に
一
致
す
る
。

　
⑥
　
川
原
寺
伽
藍
中
軸
線
、
す
な
わ
ち
南
大
門
・
中
門
・
中
金
堂
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の
中
心
を
連
ね
る
線
は
真
北
を
さ
し
、
既
述
の
よ
う
に
Y
と
の
間
隔

が
二
六
四
m
、
す
な
わ
ち
二
町
半
に
相
当
す
る
か
ら
、
中
軸
線
は
W

と
W
の
中
央
を
通
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
川
原
寺
の
北
方
、
飛
鳥
川

の
右
岸
に
そ
う
地
点
に
弥
勒
石
と
称
さ
れ
て
い
る
石
柱
状
の
石
造
品

が
存
す
る
。
そ
の
位
置
が
当
初
の
ま
ま
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ

る
が
、
ち
ょ
う
ど
川
原
寺
伽
藍
中
軸
線
の
北
へ
の
延
長
上
、
す
な
わ

　
エ
　
　
　
　
　
　
リ
な

ち
W
と
W
の
中
間
線
上
に
当
た
る
。

　
⑦
　
同
じ
よ
う
に
巨
大
な
石
造
品
と
し
て
著
名
な
亀
石
は
、
橘
寺

寺
域
の
北
限
を
恥
に
そ
っ
て
走
る
古
道
の
傍
に
位
置
す
る
が
、
同
時

　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
ケ

に
そ
れ
は
W
と
W
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
号
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
改
め
て
亀
石
と
川
原
寺
南
大
門
心
良
問
の
距
離
を
図

上
で
計
測
す
る
と
五
一
一
七
m
と
な
る
が
、
　
こ
れ
は
さ
き
の
一
坊
－

二
・
五
町
⊥
一
六
四
m
強
の
ま
さ
に
二
倍
、
す
な
わ
ち
五
町
分
と
な

る
。
従
っ
て
飛
鳥
寺
中
軸
線
Y
か
ら
は
一
里
半
の
位
置
に
当
た
る
。

　
ま
た
さ
き
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
明
日
香
村
立
部
に
あ
る
定
林
寺
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
ブ

怪
怪
の
塔
心
礎
は
や
は
り
亀
石
を
通
る
W
と
W
の
中
間
線
上
、
つ
ま

り
亀
石
の
真
南
に
ほ
ぼ
正
し
く
風
説
す
る
よ
う
で
あ
る
。
定
林
寺
は

聖
徳
太
子
創
建
の
七
里
の
一
つ
と
伝
え
ら
れ
、
素
弁
十
一
葉
蓮
花
文

鐙
瓦
を
出
土
す
る
飛
鳥
時
代
寺
院
の
一
つ
と
さ
れ
、
石
田
茂
作
幾
に

よ
る
と
、
塔
は
高
さ
約
一
〇
〇
尺
の
五
重
塔
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
。

塔
肚
の
ほ
か
、
講
堂
祉
・
廻
廊
趾
と
推
さ
れ
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
、

金
堂
祉
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ち
お
う
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
と
推
定

　
　
　
　
　
⑮

さ
れ
て
い
る
が
、
特
殊
な
地
形
で
も
あ
り
、
塔
趾
以
外
は
な
お
充
分

な
検
討
を
要
す
る
。

　
⑧
　
つ
ぎ
に
東
西
線
で
は
飛
鳥
寺
の
北
方
、
山
田
か
ら
雷
丘
に
通

ず
る
道
路
を
X
と
し
た
。
こ
の
道
は
上
ッ
道
の
延
長
で
、
日
本
霊
異

記
の
最
初
の
説
話
に
出
て
く
る
小
子
部
栖
軽
が
鳴
合
を
求
め
て
磐
余

宮
か
ら
軽
の
体
質
の
徳
に
向
け
て
走
っ
た
「
阿
倍
山
田
前
之
道
」
に
当

　
　
　
　
　
⑯

た
る
と
み
ら
れ
、
日
本
書
紀
の
壬
申
の
乱
の
放
下
に
お
け
る
戦
闘
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

事
に
出
て
く
る
「
飛
鳥
寺
北
路
」
も
こ
の
道
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

現
在
の
道
路
は
雷
丘
に
比
定
す
る
丘
陵
（
北
は
黒
熱
、
南
は
上
ノ
山
）

を
中
断
し
、
飛
鳥
川
を
渡
っ
て
か
ら
は
や
や
曲
折
し
な
が
ら
丈
六
に

至
り
、
下
ッ
道
と
交
又
し
て
い
る
。
こ
の
道
路
が
そ
の
ま
ま
古
道
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

あ
る
か
ど
う
か
は
な
お
慎
重
に
検
討
を
要
す
る
が
、
山
田
寺
の
南
大

門
推
定
地
点
と
、
丈
六
に
お
け
る
下
哩
、
道
と
の
交
会
点
は
ほ
ぼ
正
し

く
東
西
の
関
係
位
置
を
保
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
点
を
結
ぶ
線
に

一
致
す
る
飛
鳥
寺
北
方
に
お
け
る
現
在
の
道
路
の
位
置
を
基
準
と
し

た
。
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飛鳥と方格地割（岸）

　
緋
　
ま
ず
S
．
は
飛
鳥
川
左
岸
で
、
現
在
豊
浦
寺
塔
心
礎
と
し
て
地

上
に
露
出
し
て
い
る
礎
石
の
あ
る
地
点
を
通
る
。
こ
の
周
辺
は
か
つ

て
部
分
的
発
掘
調
査
が
試
み
ら
れ
、
幅
一
・
四
m
の
石
敷
を
め
ぐ
ら

し
た
一
辺
一
四
m
の
塔
基
壇
状
遺
構
が
桧
扇
さ
れ
た
。
現
在
の
心
礎

の
位
置
は
や
や
動
い
て
い
る
が
、
中
軸
線
は
ほ
ぼ
真
北
を
さ
し
、
同
時

に
検
出
さ
れ
た
北
方
の
二
つ
の
遺
構
が
真
北
に
対
し
約
二
〇
度
西
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

偏
し
て
い
る
の
と
は
異
な
る
。
出
土
瓦
も
北
遺
構
よ
り
は
や
や
新
し

い
と
さ
れ
、
聖
徳
太
子
伝
記
に
夕
明
六
年
正
月
に
豊
浦
寺
の
塔
心
柱

を
建
て
た
と
み
え
る
記
事
に
適
合
す
る
と
も
い
わ
れ
、
ま
た
こ
の
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
も
　
　
も

に
付
属
す
る
豊
浦
寺
伽
藍
は
豊
浦
寺
縁
起
に
「
宝
尽
上
東
仏
門
之
処
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

と
あ
り
、
平
氏
伝
雑
勘
文
に
「
豊
浦
寺
東
仏
門
東
飛
鳥
川
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
東
面
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
晦
、

後
述
の
橘
寺
の
場
合
と
併
せ
考
え
て
興
味
深
い
。

　
㈲
　
珠
は
既
述
の
よ
う
に
飛
鳥
寺
西
門
の
中
心
線
と
一
致
す
る
。

西
門
の
遺
構
は
さ
き
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、

そ
の
規
模
は
桁
行
中
央
間
一
四
尺
、
両
脇
間
＝
一
尺
、
梁
瀬
九
尺
二

間
で
、
桁
行
中
央
間
一
四
尺
、
両
脇
間
一
〇
尺
、
梁
行
八
尺
三
間
の
中

門
や
、
桁
行
中
央
間
一
三
尺
、
両
脇
間
八
尺
、
輪
行
七
・
五
尺
二
問

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
サ

の
南
門
よ
り
も
大
き
く
、
飛
鳥
寺
に
と
っ
て
重
要
な
門
で
あ
っ
た
。

な
お
西
門
と
主
要
伽
藍
区
域
の
関
係
は
、
そ
の
中
心
線
、
す
な
わ
ち

＆
。
が
南
と
北
の
回
廊
の
中
間
を
通
る
と
い
う
の
で
も
な
く
、
塔
と
中

金
堂
心
々
間
の
中
央
を
通
る
と
い
う
の
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
飛

鳥
寺
西
門
の
あ
り
方
は
注
意
を
要
す
る
と
思
う
。
な
お
＆
。
は
X
よ
り

一
璽
腫
五
町
に
当
る
。

　
ω
　
東
函
方
向
の
畦
畔
で
は
飛
鳥
寺
西
門
趾
か
ら
南
に
向
う
道
路

の
西
側
、
飛
鳥
川
右
岸
と
の
間
に
亀
と
馬
に
一
致
す
る
も
の
の
あ
る

の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
と
に
㍉
は
そ
こ
か
ら
南
が
地
形
的
に
一
段
高

く
な
っ
て
い
る
境
界
に
当
た
り
、
飛
鳥
州
河
岸
ま
で
崖
の
よ
う
に
な

っ
て
突
出
し
て
お
り
、
北
の
畦
畔
と
の
間
が
ち
ょ
う
ど
一
町
u
一
〇

六
m
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
単
な
る
偶
然
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
さ

き
に
述
べ
た
酒
窪
石
と
類
似
の
石
造
品
を
出
土
し
た
字
出
水
ケ
チ
ソ

ダ
の
地
点
は
こ
の
賜
に
そ
う
畦
畔
に
応
接
す
る
ら
し
い
か
ら
、
付
近

の
地
形
は
変
っ
て
い
な
い
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
貼
は
X

か
ら
ち
ょ
う
ど
こ
里
川
一
町
に
当
た
る
。

　
⑫
　
板
蓋
宮
伝
承
地
出
土
遺
構
で
、
こ
れ
ら
東
西
線
に
一
致
す
る

も
の
は
少
な
く
、
さ
き
に
B
、
に
一
致
す
る
と
指
摘
し
た
掘
立
一
本
柱

列
も
、
北
で
西
折
す
る
場
合
は
こ
の
主
格
地
割
と
は
無
関
係
の
ご
と

く
で
あ
る
。
た
だ
飛
鳥
か
ら
岡
に
入
る
県
道
の
天
理
教
前
バ
ス
停
留
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所
付
近
か
ら
西
に
通
ず
る
道
路
の
南
で
、
約
三
〇
m
に
わ
た
っ
て
検

出
さ
れ
た
通
約
一
m
、
深
さ
約
○
・
七
m
の
石
敷
大
溝
が
馬
と
恥
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ほ
ぼ
中
間
に
当
た
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
⑬
　
つ
ぎ
に
川
原
寺
塔
心
礎
は
ほ
ぼ
煽
の
線
上
に
位
置
す
る
。
な

お
塔
心
礎
と
南
大
門
中
心
を
通
る
築
地
の
線
と
の
間
の
距
離
は
一
七

四
・
一
七
尺
と
測
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
五
二
・
八
m
、
す
な
わ
ち

半
町
に
相
当
す
る
。

　
⑭
　
従
っ
て
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
南
大
門
に
と
り
つ
く
川
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
ミ

寺
寺
域
南
限
の
築
地
の
線
は
亀
と
魯
の
中
間
に
当
た
り
、
X
と
の
問

が
＝
一
三
一
m
で
、
一
二
町
半
に
相
当
す
る
。
、

　
樽
　
橘
寺
北
門
と
そ
れ
に
と
り
つ
く
築
地
は
さ
き
に
発
掘
調
査
さ

れ
、
川
原
寺
建
立
以
後
、
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
に
遡
る
こ
と
が
知

ら
れ
た
が
、
川
原
寺
南
大
門
と
の
心
肉
間
距
離
が
五
四
・
三
m
、
約

半
町
に
当
た
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
旧
築
地
の
北
側
の
犬
走
り

は
ほ
ぼ
現
在
の
崖
端
ま
で
続
き
、
　
一
段
低
く
落
ち
た
と
こ
ろ
に
幅
約

三
〇
尺
の
古
道
の
痕
跡
と
み
ら
れ
る
東
西
に
細
長
い
水
田
が
あ
り
、

そ
れ
は
西
に
延
び
て
現
在
亀
石
の
南
側
を
通
る
道
に
接
続
す
る
。
こ

の
線
が
だ
い
た
い
煽
に
一
致
し
、
そ
の
道
は
亀
石
付
近
よ
り
西
は
南

よ
り
に
方
向
を
変
え
て
い
る
。

　
⑯
　
既
述
の
よ
う
に
橘
寺
は
東
面
の
四
天
王
寺
式
伽
藍
配
置
を
有

す
る
が
、
塔
心
礎
は
川
原
寺
南
限
の
線
か
ら
一
六
〇
瓢
、
す
な
わ
ち

一
町
心
象
に
位
置
す
る
。
従
っ
て
伽
藍
中
軸
線
は
ほ
ぼ
賜
に
当
た
り
、

寺
童
は
鞠
・
Y
・
賑
・
鴇
．
で
囲
ま
れ
た
高
麗
尺
六
〇
〇
尺
四
方
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
正
確
な
実
測
図
が
公
表
さ
れ

て
い
な
い
の
で
確
実
な
こ
と
は
判
ら
な
い
が
、
伽
藍
中
軸
線
は
真
西

を
さ
さ
ず
、
少
し
北
に
振
れ
て
い
る
よ
う
で
、
必
ず
し
も
鉱
に
完
全

に
は
一
致
し
な
い
と
み
ら
れ
、
こ
の
点
注
意
を
要
す
る
。
な
お
橘
寺

南
限
と
推
定
さ
れ
る
鞠
ま
で
X
よ
り
三
里
－
－
一
五
町
に
当
た
る
。

　
㈲
　
橘
寺
の
推
定
東
大
門
壇
の
前
に
「
弓
長
通
り
」
と
い
う
東
西

に
細
長
い
地
割
の
存
す
る
こ
と
は
さ
き
に
述
べ
た
が
、
そ
の
半
町
南
、

鉱
と
貼
の
中
間
線
に
そ
そ
や
は
り
東
西
に
細
長
い
地
割
が
存
し
、

そ
れ
は
飛
鳥
川
河
畔
・
に
至
っ
て
南
に
折
れ
て
い
る
。
そ
の
間
に
「
字

道
ノ
下
」
　
「
字
中
道
」
な
る
小
字
名
が
あ
る
の
は
、
中
ッ
道
延
長
線

Y
が
ち
ょ
う
ど
橘
寺
東
大
門
前
に
至
る
の
で
、
あ
る
い
は
か
っ
て
の

中
ッ
道
に
関
係
す
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
㈱
　
島
庄
の
集
落
か
ら
石
舞
台
付
近
に
か
け
て
飛
鳥
川
右
岸
の
地

域
に
は
現
在
も
方
格
地
割
が
存
し
、
図
上
で
も
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
東
西
線
で
は
明
日
香
村
観
光
会
館
の
少
し
南
か
ら
東
に
向
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飛鳥と方格地割（LLs序）

っ
て
通
ず
る
道
斗
高
市
小
学
校
前
か
ぢ
石
舞
台
に
向
う
道
路
、
石
舞

台
古
墳
東
南
隅
に
至
る
畦
畔
、
南
北
線
で
は
さ
き
に
も
指
摘
し
た
高

市
小
学
校
の
西
側
を
通
る
道
路
、
同
じ
く
東
の
道
・
畦
眸
。
こ
れ
ら

に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
が
、
と
く
に
高
市
小
学
校
の
東

に
は
南
北
方
向
の
い
わ
ゆ
る
砂
地
型
耕
地
が
多
く
み
ら
れ
、
　
「
字
長

通
り
」
　
「
字
細
通
り
」
な
ど
の
地
名
が
遺
存
す
る
ほ
か
、
付
近
に
は

「
水
落
」
　
「
池
阻
」
　
「
鳴
海
」
の
ほ
か
「
甲
殿
」
　
「
下
殿
」
の
小
字

名
も
あ
り
、
地
下
に
は
板
蓋
宮
伝
承
地
遺
跡
に
み
ら
れ
る
と
同
じ
よ

う
な
石
敷
遺
構
の
あ
6
こ
と
が
っ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ

れ
ら
の
方
格
地
割
は
真
東
西
を
さ
さ
ず
、
西
で
や
や
北
一
7
』
偏
し
て
い

て
、
そ
の
方
向
は
さ
き
の
橘
寺
中
軸
線
の
方
位
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
よ

う
で
あ
り
、
南
北
線
も
そ
れ
に
応
じ
て
真
北
よ
り
や
や
東
に
振
れ
て

い
る
。
い
ま
こ
れ
ら
東
西
線
は
そ
の
偏
差
を
修
正
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

賑
と
賑
、
賑
と
賜
、
㍉
と
賑
の
中
間
線
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
こ
の

地
域
の
方
格
地
割
が
以
北
の
部
分
と
大
体
に
お
い
て
譜
回
し
な
が
ら

も
、
橘
寺
伽
藍
中
軸
線
に
合
わ
せ
る
が
ご
と
く
方
位
を
や
や
異
に
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
山
田
…
雷
丘
道
路
X
を
三
線
と
し
た
一
町
ご
と

の
区
分
と
は
半
町
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
一
町
も
実
距

難
に
お
い
て
一
〇
六
m
よ
り
は
少
し
長
い
＝
O
m
前
後
を
示
す
の

で
な
い
か
と
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
は
留
意
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

　
⑲
　
な
お
豊
浦
甘
篠
坐
神
社
境
内
に
あ
る
立
石
は
、
額
安
寺
号
田

図
に
み
え
る
石
柱
と
同
じ
よ
う
に
、
膀
示
的
意
味
を
も
つ
も
の
の
よ

う
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
当
初
の
位
置
か
ら
動
い
て
い
な
い
か
疑
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
、
方
格
地
割
と
の
関
係
も
ほ
ぼ
W
に
近
い
が
、
な
お
検
討
を
要
す

る
。
ま
た
同
様
な
鳳
大
な
立
石
が
岡
寺
北
方
、
ほ
ぼ
貼
の
東
へ
の
延

長
方
向
の
山
腹
に
存
し
、
遠
望
で
き
る
が
、
こ
の
地
域
の
千
分
の
一

地
図
が
未
調
製
で
あ
る
た
め
正
確
な
位
置
が
つ
か
め
ず
、
地
割
と
の

関
係
の
有
無
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
立
石
は
今
ま
で
ほ
と
ん

ど
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
加
工
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
注
意
を

要
す
る
飛
鳥
の
石
造
遺
物
で
あ
る
。

　
①
　
以
下
に
も
掲
げ
る
計
測
値
は
い
ず
れ
も
千
乃
至
三
千
分
の
一
縮
尺
地
図
上
に
お

　
　
い
て
三
角
ス
ケ
ー
ル
を
用
い
て
測
っ
た
復
原
計
測
値
で
、
厳
密
な
実
溺
旭
で
は
な

　
　
い
か
ら
、
若
干
の
誤
差
を
も
っ
こ
と
を
考
慮
さ
れ
た
い
。

　
②
飛
鳥
寺
も
川
原
寺
も
伽
藍
中
軸
線
は
真
北
を
さ
し
て
い
る
（
『
飛
鳥
寺
調
査
報

　
　
告
撫
　
（
禁
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
五
）
、
　
『
川
原
寺
発
獄
謁
査
報
告
』
（
奈
良

　
　
騒
立
文
化
財
研
究
所
学
報
九
）
）
。

　
③
足
立
康
・
岸
熊
吉
『
藤
原
一
二
俵
説
地
高
殿
の
調
査
』
（
一
）
（
日
本
古
文
化

　
　
研
究
所
報
密
二
）
。

　
④
前
掲
『
藤
原
宮
阯
伝
説
地
高
殿
の
調
査
』
（
一
）
図
版
第
六
三
参
照
。

　
⑤
　
最
近
の
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
や
は
り
さ
き
に
推

　
　
定
し
た
と
お
り
藤
漂
宮
に
お
い
て
は
平
安
官
や
平
城
宮
第
二
次
朝
堂
院
の
ご
と
き
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朝
集
殿
院
南
門
が
存
在
せ
ず
、
い
わ
ゆ
る
応
天
門
と
朱
雀
門
が
一
致
す
る
こ
と
が

　
ほ
ぼ
確
認
層
さ
れ
た
。

⑥
前
掲
『
摺
原
寺
発
掘
調
査
報
告
』
P
L
A
N
2
発
掘
全
域
実
測
園
。

⑦
そ
の
線
は
現
在
明
日
香
村
役
場
の
前
を
通
る
県
道
見
瀬
－
多
照
駆
血
に
そ
う
が
、

　
こ
の
道
路
は
昭
和
初
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
古
道
で
は
な
い
。

⑧
石
田
茂
作
「
橘
寺
・
定
林
寺
の
発
掘
」
（
『
飛
鳥
』
所
収
）
。

⑨
　
日
本
書
紀
斉
明
三
年
七
月
辛
丑
条
、
同
五
年
三
月
甲
午
条
。

⑩
　
石
田
茂
作
「
飛
鳥
須
弥
山
遺
蹟
の
発
掘
調
査
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
二
六
－
七
）
、
矢

　
島
恭
介
「
飛
鳥
須
弥
山
と
石
彫
人
物
に
就
い
て
」
（
『
羅
華
』
六
九
益
）
、
東
京
国
立
博

　
物
館
存
置
の
も
の
は
明
治
三
十
四
年
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
昭

　
和
十
｝
年
に
出
土
地
点
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
出
土
地
点
の

　
爽
に
接
し
て
幅
三
i
三
・
五
m
の
石
敷
溝
が
南
北
約
二
〇
〇
尺
に
わ
た
っ
て
沌
っ

　
て
い
る
の
が
検
出
さ
れ
、
そ
れ
は
南
方
に
お
い
て
西
に
曲
り
、
さ
ら
に
北
に
曲
り
、

　
ま
た
西
か
ら
北
に
曲
っ
て
、
出
土
地
点
を
と
り
囲
む
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
た

　
と
い
う
。
二
二
に
は
河
原
砂
が
堆
積
し
、
井
戸
の
痕
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
っ

　
た
の
で
、
須
弥
山
像
は
噴
水
塔
の
ご
と
き
も
の
で
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

⑪
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
飛
鳥
京
跡
』
（
昭
和
四
一
・
四
四
年
度
発
掘
調
査
概
報
）
。

⑫
前
掲
「
飛
鳥
多
重
」
（
昭
和
四
二
・
四
三
・
四
四
年
度
発
掘
調
査
概
報
）
参
照
。

⑬
　
前
掲
「
飛
鳥
京
跡
」
　
（
昭
和
四
三
年
度
発
掘
調
査
概
報
）
。

⑭
佐
藤
小
吉
『
飛
鳥
誌
』
五
八
一
ペ
ー
ジ
。

⑮
前
掲
石
田
茂
作
「
橘
寺
・
定
林
寺
の
発
掘
」
。

⑯
　
拙
稿
「
大
和
の
古
道
」
　
（
『
日
本
古
文
化
論
致
』
所
収
）
。

⑰
二
本
書
紀
巻
二
八
、
天
武
元
年
六
月
己
妻
条
。

⑱
　
最
近
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
行
な
っ
た
小
樽
田
宮
推
定
地
の
発
掘
調
査
で

　
X
を
縦
断
す
る
ト
レ
ン
チ
が
入
れ
ら
れ
た
が
、
そ
の
部
分
に
は
遺
構
が
な
く
、
現

　
在
の
道
路
に
そ
っ
て
東
西
溝
が
検
出
さ
れ
た
。

⑲
網
干
善
教
「
豊
浦
寺
跡
」
（
『
奈
良
県
文
化
財
報
告
』
二
）
。

nji　as　Qx；e　＠＠

福
山
敏
男
「
豊
浦
寺
の
創
立
」
　
（
『
日
本
建
築
史
研
究
』
所
収
）
。

前
掲
『
飛
鳥
寺
発
掘
調
査
報
皆
』
。

前
掲
「
飛
鳥
京
跡
」
　
（
昭
和
四
三
年
度
発
掘
調
査
警
報
V
。

前
掲
『
川
原
寺
発
掘
調
査
報
告
』
P
L
A
N
2
発
掘
全
域
実
測
図
。

前
掲
石
田
茂
作
「
橘
寺
・
定
林
寺
の
発
掘
」
第
2
図
・
第
3
図
参
照
。

二

　
以
上
似
よ
う
に
一
町
⊥
〇
六
m
の
方
格
を
作
製
し
、
束
西
は
山
田

寺
爾
大
門
一
雷
丘
の
推
定
古
道
（
X
）
、
南
北
は
中
ッ
道
延
長
線
（
Y
）

を
基
軸
と
し
て
飛
鳥
の
地
域
に
置
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
方
格
に

適
合
す
る
遺
跡
・
遺
構
が
多
く
見
出
さ
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
一
町

－
一
〇
六
m
、
さ
ら
に
半
三
時
五
三
m
と
い
う
よ
う
に
方
眼
を
細
か

く
し
て
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、
そ
の
方
眼
網
に
適
合
す
る
も
の
が
多
く

な
っ
て
く
る
の
は
当
然
で
、
偶
然
と
い
う
場
合
が
多
く
な
っ
て
く
る
。

し
か
し
こ
の
場
合
、
以
上
の
結
果
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
す
べ
て
単
な

る
偶
然
と
し
て
潜
過
し
て
し
ま
う
の
は
正
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
以

上
い
く
つ
か
指
摘
し
た
事
実
の
な
か
に
は
あ
る
い
は
偶
然
と
す
べ
き

も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
と
く
に
飛
鳥
寺
・
川
原
寺
、

あ
る
い
は
橘
寺
・
豊
浦
寺
な
ど
の
主
要
寺
院
の
伽
藍
中
軸
線
が
相
互

に
関
係
し
あ
い
な
が
ら
、
正
し
く
子
爵
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
事
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飛．鳥と方X各地害1］（岸）

実
は
見
逃
が
す
こ
と
が
で
き
ず
、
飛
鳥
に
お
け
る
塩
釜
地
割
の
実
在

と
、
そ
れ
に
基
づ
く
総
合
計
薗
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
く
る
が
、
つ

ぎ
の
新
し
い
事
実
は
い
っ
そ
う
そ
の
よ
う
な
考
え
を
強
め
る
。

　
そ
れ
は
こ
れ
ら
詩
格
地
割
と
「
条
」
の
称
呼
と
の
一
致
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
明
日
香
村
地
籍
図
に
よ
っ
て
村
内
の
小
字
名
か
ら
「
条
」

に
関
係
す
る
も
の
を
拾
う
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ω
　
大
宇
飛
鳥
の
「
三
条
坊
」
、
飛
鳥
坐
神
社
の
少
し
北
方
の
地
域
。
（
地
番

　
　
三
六
二
一
三
六
九
、
三
七
九
・
三
八
こ

　
②
　
大
字
岡
の
「
八
条
」
、
酒
船
石
の
あ
る
丘
陵
の
下
、
県
道
ぞ
い
の
地

　
　
域
。
　
（
地
番
三
七
一
一
三
八
五
、
三
八
七
・
三
八
八
・
三
九
三
一
四
〇

　
　
一
、
四
〇
七
一
四
〇
九
、
一
二
六
二
）

　
③
　
大
字
島
庄
の
「
八
条
」
　
「
八
丁
篇
、
石
舞
台
古
墳
の
す
ぐ
西
南
地
域
。

　
　
　
（
地
番
七
一
－
七
三
）

　
　
　
　
　
②

の
三
つ
が
あ
る
。
大
和
の
条
里
制
称
呼
に
従
え
ば
、
右
に
掲
げ
た
地

域
は
京
北
条
里
区
の
路
東
二
九
・
三
〇
・
三
一
条
に
わ
た
る
部
分
に

相
当
す
る
。
従
っ
て
「
三
条
坊
」
「
八
条
」
な
ど
は
そ
の
よ
う
な
条

里
制
と
は
直
接
結
び
つ
か
な
い
称
呼
と
み
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
そ
う
し
た
称
呼
が
遺
存
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な

る
が
、
試
み
に
X
を
起
線
と
し
、
そ
れ
か
ら
さ
き
の
資
格
に
従
っ
て

南
へ
一
町
ご
と
に
一
条
・
二
条
・
三
条
…
…
と
計
え
て
行
く
と
、
飛

鳥
の
「
三
条
坊
」
は
ち
ょ
う
ど
三
条
に
相
当
し
、
岡
の
「
八
条
」
は

南
北
に
か
な
り
長
い
地
域
に
わ
た
る
が
、
そ
の
北
部
が
八
条
に
含
ま

れ
る
。
ま
た
島
庄
の
「
八
条
」
は
「
十
」
’
の
略
さ
れ
た
も
の
と
み
る

と
、
こ
れ
ま
た
ち
ょ
う
ど
十
八
条
に
適
合
す
る
。
一
例
程
度
で
あ
れ

ば
偶
然
と
み
ら
れ
る
が
、
村
内
に
遺
存
す
る
「
条
」
を
付
し
た
小
字

名
の
す
べ
て
が
適
合
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
こ
の
地
域
の
野

乗
地
割
を
山
田
寺
南
大
門
一
雷
丘
の
推
定
古
道
を
基
準
に
南
へ
一
町

ご
と
に
一
条
・
二
条
…
…
と
呼
ぶ
こ
と
が
、
と
も
か
く
あ
る
時
期
に

行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
み
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら

れ
、
ま
た
ひ
い
て
さ
き
に
想
定
し
た
旧
格
地
割
が
何
ら
か
の
か
た
ち

で
存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
飛
鳥
の
地
域
一
7
』
み
ら
れ
る
遍
羅
地
割
を
ど

の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
二
、
三
の
点
か
ら
検
討
を

加
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
藤
原
京
域
の
条
坊
制
と
の
関
係
で
あ
る
。
一

町
方
格
の
実
長
を
一
〇
六
m
と
定
め
た
の
は
藤
原
京
条
坊
制
に
つ
い

て
の
測
値
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
か
ら
、
方
格
の
基
準
尺

度
に
関
し
て
は
飛
鳥
の
方
格
と
藤
原
京
条
坊
制
は
共
通
す
る
。
ま
た

藤
原
京
東
京
極
、
す
な
わ
ち
中
ッ
道
延
長
線
を
橘
寺
東
大
門
ま
で
導

き
、
そ
れ
を
Y
と
し
て
東
西
に
一
町
ご
と
に
区
質
し
た
結
果
が
さ
き

ユ3（459）



の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
南
北
線
に
関
し
て
は
完
全
に
一
致

す
る
。
し
か
し
棄
西
線
に
関
し
て
は
、
藤
原
京
条
坊
制
の
北
京
極
を

横
大
路
、
す
な
わ
ち
現
在
の
八
木
i
石
原
田
の
道
路
と
し
て
、
そ
れ
か

ら
一
二
条
⊥
二
〇
町
M
一
〇
六
m
×
三
〇
眼
三
一
八
O
m
を
図
上
で

計
測
す
る
と
、
そ
れ
は
X
、
す
な
わ
ち
山
田
寺
南
大
門
－
雷
丘
推

定
古
道
よ
り
九
四
m
ほ
ど
南
に
当
た
る
。
藤
原
京
南
京
極
に
は
ほ
ぼ

X
の
延
長
線
に
一
致
す
る
丈
六
－
和
田
l
l
雷
声
の
道
路
を
比
定

し
た
が
、
こ
こ
で
は
X
が
北
京
極
H
横
大
路
か
ら
計
っ
て
一
町
－
一

〇
六
m
の
里
数
距
離
、
実
際
は
二
九
町
の
線
に
一
致
す
る
か
ど
う
か

が
問
題
で
あ
る
。
結
果
は
右
に
示
し
た
よ
う
に
三
〇
町
の
線
は
X
よ

り
南
約
九
四
m
と
な
る
か
ら
、
X
を
二
九
町
の
線
と
す
る
に
は
一
〇

六
皿
－
九
四
m
・
＝
一
皿
の
差
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
実
は

飛
鳥
の
方
格
地
割
と
藤
原
京
条
坊
制
は
東
西
線
に
お
い
て
は
一
即
せ

ず
、
約
一
〇
m
の
食
い
違
い
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
両
地
域
の
方
格

地
割
は
相
互
に
連
続
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
明
ら
か

に
し
た
飛
鳥
の
方
格
地
割
が
そ
の
ま
ま
藤
原
京
の
京
域
内
に
ま
で
拡

が
っ
て
い
る
と
は
い
え
そ
う
に
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
は
実
は
横
大
路
と
山
田
寺
南
大
門
一
戸
丘
涯
和
田

t
丈
六
の
古
道
が
相
互
に
関
連
し
て
計
画
さ
れ
た
か
ど
う
か
と
い

う
問
題
で
も
あ
る
が
、
藤
原
京
の
東
西
線
、
す
な
わ
ち
条
の
大
路
の

位
置
に
関
し
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
実
に
測
定
で
き
る
デ
ー
タ
ー
が

　
　
　
　
③

乏
し
い
た
め
、
な
お
闘
題
を
今
後
に
残
し
て
お
り
、
一
〇
m
程
度
の

食
い
違
い
な
れ
ば
、
基
準
尺
度
の
と
り
方
の
わ
ず
か
な
違
い
で
も
起

る
か
ら
、
あ
る
い
は
修
正
さ
れ
て
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か

も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
は
薬
師
寺
や
紀
寺
廃
寺
の
南
大
門
の
位
置
が

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
と
も

に
、
飛
鳥
の
方
格
地
割
の
存
在
が
X
よ
り
北
に
お
い
て
検
出
で
き
る

か
ど
う
か
に
も
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
既
述
の
よ
う
に
「
条
」

の
称
呼
は
X
を
起
線
と
し
て
南
に
及
ん
で
お
り
、
現
在
ま
で
の
と
こ

ろ
飛
鳥
の
方
格
地
割
に
適
合
す
る
よ
う
な
墨
跡
・
遺
構
は
X
以
北
で

は
認
め
ら
れ
な
い
。
四
天
王
寺
式
伽
藍
配
置
を
有
す
る
と
さ
れ
る
山

田
寺
も
未
発
掘
の
た
め
確
実
な
こ
と
は
い
え
ず
、
伽
藍
中
軸
線
も
定

か
で
な
い
が
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
わ
ず
か
に
そ
れ
る
よ
う
で
あ
る
し
、

奥
山
久
米
寺
の
塔
趾
と
さ
れ
る
も
の
も
方
格
地
割
と
は
無
関
係
で
あ

る
。
も
っ
と
も
奥
山
久
米
寺
の
伽
藍
遺
構
に
は
問
題
が
あ
る
よ
う
で

　
④
あ
り
、
ま
た
そ
の
西
に
は
「
ト
ノ
マ
エ
」
「
ト
ノ
ツ
ヂ
」
「
ト
ノ
キ
タ
」

「
堂
ノ
西
」
な
ど
の
小
字
名
が
集
中
す
る
一
婦
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ト
ノ
ツ
ヂ
か
ら
は
か
っ
て
須
恵
器
の
骨
壷
を
出
土
し
た
が
、
そ
の
一
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飛鳥と方格地害唖（岸）

域
の
北
と
東
の
畦
畔
は
瓦
と
Y
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
大
官
大
寺

は
塔
肚
・
講
堂
杜
の
遺
存
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
南
大
門
の
位
置
は

薬
師
寺
・
紀
寺
と
は
違
っ
て
藤
原
京
十
条
の
大
路
か
ら
は
や
や
離
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
飛
鳥
方
格
地
割
と
関
連
す
る
可
能
性
が
な
お

残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
解
明
す
る
に
は
現
在
未
確
定
な
大
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

大
寺
伽
藍
中
軸
線
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
飛
鳥
方
格
地
割
の
W
に

一
致
す
る
か
、
藤
原
京
条
坊
制
の
左
京
四
坊
の
中
心
線
に
一
致
す
る

か
、
あ
る
い
は
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い
か
を
知
る
こ
と
も
一
つ
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

法
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
W
は
Y
か
ら
一
町
－
一
〇
六
m
で
あ
る

に
対
し
、
左
京
四
坊
中
心
線
は
Y
か
ら
一
答
－
二
町
半
の
二
分
の
一
、

す
な
わ
ち
一
三
二
・
五
m
に
当
た
り
、
そ
の
間
○
・
二
五
町
の
相
異
が

あ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
田
村
吉
永
氏
が
斉
明
紀
に
み

え
る
「
狂
心
の
渠
」
に
比
定
し
た
大
官
大
寺
肚
東
方
に
南
北
に
長
く

続
く
一
段
低
い
地
割
「
甲
西
ノ
ブ
ケ
」
が
ち
ょ
う
ど
飛
鳥
寺
伽
藍
中

軸
線
、
す
な
わ
ち
瓦
に
そ
っ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
か
も
知
れ

　
⑥

な
い
。

　
と
こ
ろ
で
飛
鳥
の
方
格
割
と
藤
原
京
条
坊
制
と
の
関
係
に
つ
い
て

基
本
的
な
問
題
を
提
起
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
さ
き
に

藤
原
京
条
坊
制
を
復
原
し
た
結
果
、
最
初
に
も
少
し
ふ
れ
た
よ
う
に

ま
ず
薬
師
寺
伽
藍
が
右
京
八
条
三
春
の
中
心
線
に
則
っ
て
建
立
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
天
武
・
持
統
を
合
葬
し
た
檜
隈
大
内
陵
が
藤
原
京
朱
雀

大
路
、
つ
ま
り
京
中
軸
線
の
真
南
へ
の
延
長
上
に
あ
る
こ
と
、
さ
ら

に
左
京
十
条
四
坊
に
あ
る
大
官
大
寺
の
伽
藍
中
軸
線
も
条
坊
舗
に
則

っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
薬
師
寺
で
は

持
統
二
年
正
月
に
天
武
を
弔
う
無
遮
大
会
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、

建
立
着
手
は
少
な
く
と
も
そ
れ
以
前
で
あ
る
こ
と
、
天
武
陵
は
崩
後

す
ぐ
の
持
統
元
年
十
月
に
造
営
に
着
手
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
大
官
大

寺
は
天
武
紀
二
年
十
二
月
戊
戌
条
に
美
濃
王
と
紀
臣
夏
号
麻
呂
を
造

高
市
大
寺
司
に
任
じ
た
こ
と
が
み
え
る
が
、
そ
れ
を
造
営
着
手
の
時

期
と
み
る
か
ど
う
か
疑
問
で
、
と
も
か
く
天
武
十
一
年
八
月
に
は
大

官
大
寺
で
百
四
十
余
人
が
出
家
し
た
こ
と
が
み
え
、
同
十
四
年
九
月

に
も
天
皇
不
予
の
た
め
大
官
大
寺
・
川
原
寺
・
飛
鳥
寺
で
説
経
し
た
と

あ
る
か
ら
、
遅
く
と
も
天
武
末
年
に
は
伽
藍
が
か
な
り
整
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
藤
原
京
条
坊
制

の
設
定
は
ど
う
し
て
も
天
武
末
年
以
前
に
遡
る
と
考
え
ざ
る
を
得
ず
、

藤
原
京
は
持
統
四
年
か
ら
造
営
に
着
手
し
た
と
す
る
通
説
と
矛
盾
し

て
く
る
。
そ
こ
で
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
、
天
武
紀
十
三
年

三
月
辛
卯
条
に
天
皇
が
京
師
を
巡
行
し
て
宮
室
の
地
を
定
め
た
と
あ
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㌦

る
記
事
に
着
目
し
、
実
は
こ
の
署
す
で
に
天
武
に
よ
っ
て
藤
原
宮
へ

の
遷
都
が
決
定
し
、
京
の
造
営
計
画
も
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
が
、

間
も
な
く
天
武
が
崩
じ
た
た
め
、
宮
の
具
体
的
造
営
は
持
統
即
位
の

年
を
ま
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
し
か
し
寺
院
や
由
陵
は
あ
ら
か
じ
め
計

画
さ
れ
た
条
坊
制
に
則
っ
て
そ
れ
以
前
天
武
在
世
中
か
ら
建
設
が
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

め
ら
れ
た
と
い
う
新
説
を
提
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
こ
の
私
説
に
は
一
つ
の
前
提
が
あ
っ
て
、
も
し
藤
原
京
造

営
以
前
か
ら
そ
の
条
坊
制
の
基
礎
と
な
る
よ
う
な
地
割
が
そ
の
地
域

に
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
問
題
は
ま
た
別
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ

う
な
地
割
の
存
在
を
い
ち
お
う
考
慮
の
外
に
置
い
て
の
立
論
で
あ
っ

た
。
し
か
し
藤
原
京
が
正
し
く
四
里
の
間
隔
を
保
つ
中
ッ
道
と
下
ッ

道
を
そ
の
東
と
西
の
京
極
と
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
二
道
に
は
さ
ま

れ
た
地
域
に
あ
ら
か
じ
め
一
定
の
方
格
地
割
が
存
在
し
て
い
た
と
想

定
す
る
こ
と
も
、
む
し
ろ
あ
る
い
は
自
然
な
考
え
方
か
も
知
れ
な
い

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
薬
師
寺
・
大
官
大
寺
、
あ
る
い
は
天
武
陵
．

に
関
し
て
は
と
も
か
く
さ
き
の
よ
う
に
解
釈
し
て
矛
盾
を
解
消
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
こ
に
も
う
一
つ
問
題
の
あ
る
こ
と
に
そ
の
後

想
到
し
た
。
そ
れ
は
左
京
八
条
二
尉
に
位
置
し
た
紀
寺
に
関
し
て
で

あ
る
。
薬
師
寺
・
大
官
大
寺
以
外
こ
の
紀
寺
や
、
大
官
大
寺
の
北
、

香
具
山
の
南
麓
に
あ
っ
た
日
向
寺
が
や
は
り
条
坊
制
に
規
制
さ
れ
て

い
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
は
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
遺
構
・
所
伝
と

も
に
不
明
確
な
日
向
寺
は
さ
て
お
き
、
紀
寺
に
つ
い
て
は
そ
の
可
能

性
が
か
な
り
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
発
掘
調
査
の
結
果
を

ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
も
し
紀
寺
伽
藍
が
条
坊
中
心
線
に
則

っ
て
建
立
さ
れ
て
い
だ
と
す
る
と
、
そ
こ
で
新
し
い
問
題
が
で
て
く

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
続
日
本
紀
天
平
宝
宇
八
年
七
月
丁
未
条
の
記

事
に
よ
る
と
、
庚
午
年
籍
作
製
時
、
す
な
わ
ち
天
智
九
年
ご
ろ
紀
寺

に
は
奴
碑
が
お
り
、
そ
の
前
後
に
同
寺
で
工
人
が
作
事
に
従
事
し
て

い
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
紀
寺
の
創
建
は
天
智
朝
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
現
在
の
遺
跡
が
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

建
時
の
ま
ま
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
が
坊
の
中
央
に
位
置

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
天
重
工
に
藤
原
京
条
坊
制
と
同
じ
二

町
半
の
語
格
地
割
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

も
し
そ
れ
が
事
実
と
し
て
成
立
す
れ
ば
、
さ
き
の
大
官
大
寺
・
薬
師

寺
の
創
建
年
次
に
つ
い
て
も
再
考
の
余
地
が
で
き
、
当
然
藤
原
京
の

設
定
も
、
天
武
陵
の
位
畳
選
定
に
適
当
な
解
釈
が
成
立
す
れ
ば
、
私

説
は
消
滅
し
て
や
は
り
通
説
ど
お
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

こ
の
こ
と
は
一
方
で
は
地
割
に
関
し
て
極
め
て
重
要
な
問
題
を
提
起
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飛鳥と方格地割（岸）

す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
き
に
い
ち
お
う
一
町
方
格
と
し
て
想
定
し
た

飛
鳥
の
地
割
と
は
異
な
る
地
割
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
関
連
性
に
つ

い
て
も
改
め
て
深
く
考
え
る
必
要
が
生
じ
て
こ
よ
う
。

　
し
か
し
こ
の
問
題
も
結
局
大
宮
大
寺
の
場
合
と
同
様
、
肝
心
の
伽

藍
中
軸
線
が
未
確
定
な
た
め
仮
説
の
域
を
出
で
ず
、
将
来
の
発
掘
調

査
の
結
果
を
ま
っ
て
判
断
す
る
よ
り
以
外
に
な
い
。
従
っ
て
こ
の
よ

う
な
重
要
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、
飛
鳥
に
想
定
し
た
方
格
地
割
が
X
よ

り
以
北
、
香
久
山
南
麓
地
域
に
鼠
で
及
ん
で
い
た
の
か
ど
う
か
、
ま

た
さ
ら
に
そ
れ
が
新
益
京
と
称
し
た
藤
原
京
の
条
坊
制
に
そ
の
ま
ま

連
続
し
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
は

未
詳
と
す
る
よ
り
他
は
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
問
題
は
ひ
と
ま
ず

お
き
、
つ
ぎ
に
は
右
の
方
格
地
割
と
現
存
条
里
制
遺
構
と
の
関
係
を

検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
藤
原
京
洛
域
に
は
現
在
も
条
里
綱
遺
構
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
藤
原
京
条
坊
翻
は
計
画
に
当
た
っ
て
道
路
幅
員
を
と
く
に
考

慮
に
入
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
存
条
里
制
遺
構
は
下
ヅ
道

と
横
大
路
に
関
し
イ
、
は
道
路
と
思
わ
れ
る
部
分
を
除
外
し
て
条
里
方

格
を
施
行
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ま
ず
下
ッ
道
に
そ
う
路
東
一
里
の

最
も
西
の
坪
列
（
一
一
六
坪
）
の
東
西
幅
は
現
在
の
道
路
中
央
か
ら
測

っ
て
約
一
三
五
－
一
四
〇
m
あ
り
、
普
通
条
里
制
の
一
坪
”
一
町

腎
一
〇
九
m
よ
り
約
三
〇
m
ほ
ど
長
い
。
そ
の
一
町
よ
り
長
い
幅
が

下
ッ
道
の
道
路
敷
と
想
定
さ
れ
る
が
、
路
西
条
磁
区
の
や
は
り
下
ッ

道
に
そ
う
最
も
東
の
並
列
（
一
－
六
坪
）
の
東
西
幅
も
一
＝
準
i
一

二
〇
m
と
少
し
長
く
、
結
局
藤
原
京
西
京
極
付
近
の
下
ヅ
道
は
あ
る

時
期
に
約
四
〇
m
ほ
ど
の
道
路
幅
を
も
つ
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
。
同
様
な
こ
と
は
横
大
路
1
7
悔
関
し
て
も
い
え
る
。
藤
原

京
北
京
極
と
考
え
た
現
在
の
道
路
は
大
和
国
京
南
条
里
区
の
路
東
二

十
四
条
の
北
端
か
ら
二
坪
目
と
三
坪
目
の
界
線
に
相
当
す
る
が
、
そ

の
北
端
か
ら
三
坪
目
の
坪
列
バ
三
・
十
・
十
五
・
廿
二
・
廿
七
・
光
四
坪
）

は
南
北
幅
が
一
三
〇
i
一
四
〇
m
と
や
は
り
普
通
の
畷
町
よ
り
約

二
〇
－
三
〇
m
長
く
、
こ
れ
に
対
し
て
二
坪
目
の
坪
列
（
二
・
十
一
・

十
四
・
廿
三
・
廿
六
・
光
五
坪
）
も
一
一
五
一
一
二
〇
m
と
や
や
長
い
。

従
っ
て
横
大
路
の
場
合
は
下
ヅ
道
よ
り
や
や
狭
い
三
〇
m
ほ
ど
が
道

路
敷
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
か
と
み
ら
れ
る
が
、
下
ッ
道
・
横
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

路
の
確
実
な
道
路
幅
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。
ま
た
こ
の

よ
う
な
下
ヅ
道
・
横
大
路
の
道
路
敷
と
条
里
制
の
関
係
に
つ
い
て
は

別
話
要
な
問
題
暮
す
る
が
・
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
と
も
か
－
藤
原
㈹

京
域
の
現
存
条
里
遺
構
は
基
準
と
な
る
下
ッ
道
と
横
大
路
に
関
し
て
、
1
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現
在
の
道
路
幅
以
外
に
か
な
り
の
道
路
敷
と
思
わ
れ
る
も
の
を
除
い

た
上
で
条
里
欺
詐
を
設
定
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
こ
の
こ
と
か
ら
現

存
条
里
遺
構
は
藤
原
京
条
坊
方
格
と
は
階
調
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
か
く
し
て
か
つ
て
の
藤
原
京
域
か
ら
、
さ
ら
に
香
具
山
北
方
で
は

そ
の
東
部
に
ま
で
連
続
し
て
遺
存
す
る
条
里
畦
畔
は
、
藤
原
京
廃
都

後
、
い
つ
の
時
期
か
に
藤
原
京
条
坊
制
を
廃
し
て
施
行
し
直
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
条
里
遺
構
は
藤
原
町
域

か
ら
さ
ら
に
南
、
飛
鳥
寺
付
近
ま
で
は
ほ
ぼ
規
則
正
し
く
現
存
陛
畔

に
よ
っ
て
そ
の
施
行
が
確
か
め
ら
れ
る
が
、
飛
鳥
寺
以
南
の
地
域
で

は
不
明
瞭
と
な
り
、
む
し
ろ
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
な
飛
鳥
の
、
方
格
地

割
に
適
合
す
る
よ
う
な
畦
畔
が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
藤
原
京
南
限
以
南
、
飛
鳥
の
方
格
地
割
の
認
め
ら
れ
た
南

端
石
舞
台
付
近
ま
で
は
、
京
南
条
里
区
の
路
東
誌
面
・
珊
・
舟
一
条

に
相
当
し
、
史
料
に
も
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
延
久
二
年
興
福
寺
雑

役
画
廊
付
帳
に
よ
れ
ば
、
高
市
郡
大
原
庄
田
四
町
四
段
一
八
○
歩
は

東
十
九
条
四
・
五
里
と
同
じ
く
辮
条
四
・
五
里
に
あ
り
、
坪
付
も
示

　
　
　
　
⑫

さ
れ
て
い
て
、
現
在
の
明
日
香
村
小
原
と
の
比
定
も
ほ
ぼ
適
合
す
る

が
、
条
里
遣
瀬
と
し
て
の
方
形
地
割
は
現
地
に
は
認
め
難
い
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
寛
弘
三
年
十
一
月
二
十
日
付
の
弘
福
寺
牒
に
は
、
川
原

寺
窓
辺
の
所
領
と
し
て
高
市
郡
東
廿
八
条
一
里
と
同
じ
く
珊
重
三
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

四
里
の
坪
付
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
亀
石
北
方
に
は
「
字
五
坪
」

な
る
小
字
名
も
遺
存
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
基
い
て
右
の
川
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

寺
寺
辺
の
条
里
復
原
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
、
亀
石
を

東
琳
条
三
里
の
西
南
隅
と
し
、
橘
寺
北
築
地
に
そ
う
古
道
を
辮
条
と

滑
一
条
の
界
線
と
す
れ
ば
、
坪
付
に
み
え
る
田
地
の
分
布
は
現
在
の

川
原
寺
周
辺
の
地
形
と
も
合
致
し
、
ま
た
永
久
四
年
十
月
十
一
日
付

　
　
　
　
⑮

の
暮
露
印
解
に
み
え
る
「
六
坪
字
亀
石
垣
内
」
　
「
七
坪
小
島
田
島
良

垣
内
」
「
十
九
坪
字
門
田
」
「
廿
血
忌
大
西
」
な
ど
の
地
名
が
現
在

の
小
字
名
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
か
し
そ
の
復
原
も
認
め
て
い
る
よ

う
に
、
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
鑑
条
三
里
の
一
里
に
止
ま
る
も
の
で
、
そ

れ
を
周
辺
に
拡
大
し
て
北
方
の
条
里
畦
畔
と
う
ま
く
連
絡
さ
せ
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
川
原
寺
伽
藍
中
軸
線
と
も
直
接
に

は
関
係
が
生
じ
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
復
原
に
従
っ
て
橘
寺
北
限
の
線
、

　
　
　
ヨ

つ
ま
り
亀
を
条
の
界
線
と
す
れ
ば
、
さ
き
に
指
摘
し
た
島
庄
付
近
の

方
格
地
割
と
は
半
町
の
食
い
違
い
が
で
き
る
の
で
、
や
は
り
そ
れ
を

寺
辺
条
里
の
延
長
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

　
か
く
し
て
史
料
の
上
で
は
藤
原
京
南
限
以
南
の
地
域
に
も
京
南
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
。

里
区
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
現
存
畦
畔
に
求
め
る
に
は
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飛鳥と方格地割（岸）

困
難
が
多
く
、
従
っ
て
問
題
の
飛
鳥
の
方
格
地
割
は
京
南
条
里
区
画

と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
こ
れ

は
藤
原
京
域
の
条
里
遺
構
が
平
城
遷
都
以
後
の
も
の
で
あ
る
以
上
当

然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
当
面
問
題
と
す
る
飛
鳥
の
地
域
で

は
明
瞭
に
認
め
ら
れ
ず
、
却
っ
て
飛
鳥
の
方
格
地
割
に
適
合
す
る
畦

畔
が
部
分
的
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
な
お

こ
こ
で
一
言
こ
と
わ
っ
て
お
く
が
、
本
稿
で
飛
鳥
の
地
域
に
認
め
ら

れ
る
方
格
地
割
と
い
う
場
合
、
必
ず
し
も
条
里
制
坪
割
の
ご
と
く
現

地
に
実
際
に
方
違
の
土
地
区
画
が
認
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

そ
れ
は
図
上
に
お
け
る
基
本
的
な
計
画
プ
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
を
も
含

ん
で
の
こ
と
で
あ
る
。

①
大
字
東
山
（
地
番
マ
ニ
）
に
も
「
字
三
条
坊
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
字
飛

　
鳥
の
「
三
粂
坊
」
内
の
飛
地
で
あ
る
。

②
な
お
他
に
細
川
の
多
武
峯
へ
の
道
ぞ
い
に
四
条
田
（
地
番
＝
二
・
一
＝
δ

　
が
あ
る
が
、
直
接
関
係
な
い
と
考
え
た
の
で
除
外
し
た
。

③
薬
師
寺
・
紀
寺
の
南
大
門
は
八
条
大
路
に
薩
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ

　
の
遺
構
は
未
発
掘
で
あ
る
。
た
だ
し
薬
師
寺
の
場
合
は
平
城
京
薬
師
寺
と
同
じ
と

　
す
れ
ば
推
定
で
き
る
。
ま
た
藤
原
宮
の
北
限
・
南
限
も
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
そ

　
れ
ら
は
条
坊
方
格
の
中
に
位
置
し
、
条
坊
線
に
直
接
一
致
し
な
い
た
め
正
確
は
デ

　
！
タ
！
に
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
こ
の
場
合
も
北
限
・
南
限
の
中
間
が
、
四
条
の

　
線
に
当
り
、
そ
れ
は
大
極
殿
院
南
門
位
置
に
相
当
す
る
か
ら
、
参
考
資
料
と
な
る
。

④
最
近
塔
赴
と
さ
れ
る
土
壇
の
西
北
に
接
し
て
現
位
置
の
ま
ま
と
推
定
さ
れ
る
礎

　
石
が
一
個
発
見
さ
れ
た
。
石
田
茂
作
「
奥
山
久
米
寺
」
（
『
飛
鳥
時
代
寺
院
祉
の
研

　
究
伽
）
。

⑤
前
掲
石
田
茂
作
「
奥
山
久
米
寺
」
参
照
。
奈
良
朝
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

⑥
田
村
吉
氷
『
飛
鳥
京
藤
原
京
考
証
』
。

⑦
前
掲
拙
稿
「
飛
鳥
か
ら
平
城
へ
」
。

⑧
福
山
敏
男
「
紀
寺
」
（
『
奈
良
朝
寺
院
の
研
究
』
所
収
）
。

⑨
紀
寺
の
遣
跡
に
つ
い
て
は
保
井
芳
太
郎
『
大
和
上
代
寺
院
志
』
参
照
。

⑩
　
田
村
吉
永
氏
は
横
大
路
の
道
幅
を
十
丈
、
下
ツ
道
の
道
幅
を
十
五
丈
と
し
て
お

　
り
（
「
条
里
制
の
問
題
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
一
）
）
、
秋
山
陰
出
雄
氏
は
大
和
郡
山
市

　
付
近
に
お
け
る
下
ツ
這
道
幡
を
約
三
五
メ
ー
ト
ル
、
換
算
値
約
十
丈
と
し
て
い
る

　
（
「
条
里
謂
地
割
の
施
行
起
源
」
（
『
日
本
古
文
化
論
致
』
所
収
）
）
。

⑪
　
最
近
の
藤
原
宮
緊
急
発
掘
調
査
に
よ
る
と
、
現
在
の
表
土
二
六
〇
…
八
○
セ
ソ

　
チ
で
遺
構
に
達
す
る
が
、
掘
立
柱
穴
の
深
さ
か
ら
推
定
す
る
と
、
藤
原
宮
当
時
の

　
地
表
は
か
な
り
削
平
し
て
整
地
さ
れ
、
そ
の
部
分
が
耕
土
と
な
っ
た
ら
し
く
、
遺

　
構
面
上
層
に
は
規
蜀
正
し
く
東
西
・
南
北
方
向
に
走
る
瓦
器
を
含
む
溝
状
遣
構
が

　
存
す
る
。
（
前
掲
『
藤
…
原
宮
』
参
照
）
。
な
お
藤
原
宮
遺
構
上
層
の
状
態
に
注
意
し

　
て
発
掘
を
つ
づ
け
れ
ば
、
耕
地
化
の
時
期
、
条
里
舗
施
行
期
を
あ
る
程
度
推
定
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

cs　cs・・＠co　o

『
平
安
遺
文
』
九
i
三
六
四
九
ペ
ー
ジ
。

『
平
安
遣
文
』
二
一
五
九
七
ペ
ー
ジ
。

前
掲
『
川
原
寺
発
掘
調
査
報
告
』
五
〇
1
五
三
ペ
ー
ジ
。

『
平
安
遺
文
』
五
一
一
八
六
一
　
ペ
ー
ジ
。

藤
原
京
南
限
以
南
で
小
宇
名
に
条
里
制
関
係
の
も
の
と
し
て
遺
存
す
る
の
は
、

豊
浦
「
ニ
ノ
坪
」
　
豊
浦
寺
塔
心
礎
の
東
、
以
北
の
条
里
制
坪
付
で
は
十
四
坪

　
に
糟
隠
す
る
地
域
で
、
そ
れ
と
は
適
合
し
な
い
。
あ
る
い
は
二
坪
を
二
条
の

　
意
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
飛
鳥
の
方
書
地
割
に
あ
う
。

上
居
「
五
ノ
坪
」
　
今
戸
よ
り
多
武
峯
に
通
ず
る
道
、
冬
野
川
ぞ
い
の
地
点
。
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細
川
「
蓋
ノ
坪
」
　
そ
の
約
三
〇
〇
m
東
方
、
同
じ
く
冬
野
川
ぞ
い
の
地
点
、

　
と
も
に
そ
の
由
来
は
未
詳
。

ま
た
繭
大
寺
田
園
藏
録
に
「
高
市
郡
辮
一
条
二
坪
内
御
廟
束
辺
二
反
字
青
木
一
－
こ

あ
り
、
こ
の
御
廟
を
阿
不
幾
山
陵
記
か
ら
天
武
・
持
統
合
葬
陵
と
す
れ
ば
、
二
坪

は
川
原
寺
周
辺
条
里
の
坪
付
と
は
あ
わ
な
い
。
む
し
ろ
里
数
記
載
が
な
い
の
で
二

里
□
坪
と
脱
字
が
あ
る
と
み
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
三

　
さ
て
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
由
田
寺
南
門
i
雷
丘
推
定
古
道

X
か
ら
南
、
現
在
の
明
日
香
村
飛
鳥
・
豊
浦
・
岡
・
川
原
・
橘
な
ど

r
の
地
域
に
か
け
て
存
在
し
た
と
想
定
さ
れ
る
一
〇
六
皿
を
一
町
と
す

る
方
格
の
計
画
地
割
が
、
藤
原
京
条
坊
制
と
密
接
に
関
連
し
つ
つ
も

な
お
現
在
の
研
究
段
階
で
は
完
全
に
連
続
す
る
か
否
か
確
か
め
が
た

い
こ
と
、
条
の
称
呼
も
右
の
推
定
古
道
X
を
起
首
と
し
て
南
に
の
み

及
ん
で
い
る
こ
と
、
方
格
地
割
の
方
位
は
橘
寺
よ
り
南
の
地
域
で
や

や
偏
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
画
格
地
割
は
現
存
す
る
畦
畔
と
一
致
す

る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
大
和
の
統
一
的
条
里
遺
構
と
は
一
致

し
な
い
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
問
題
の
方
格

地
割
が
新
益
京
と
称
さ
れ
た
藤
原
京
以
前
の
い
わ
ゆ
る
飛
鳥
京
の
も

の
で
あ
る
可
能
性
を
強
く
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
い
わ
ゆ

る
飛
鳥
京
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
面
か
ら
問
題
の
方
格
地
割
を
論

じ
て
み
よ
う
。

　
現
今
「
飛
鳥
京
」
と
い
う
称
呼
が
副
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

歴
史
的
名
辞
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
呼
び
方
は
存
在
し
な
い
。
た
と

え
ば
日
本
書
紀
を
検
し
て
も
、
藤
原
京
以
前
に
す
で
に
京
の
概
念
が

成
立
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
単
に
「
京
」

「
京
師
」
と
記
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
「
倭
京
」
　
「
州
都
」
の
称
呼

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
京
・
京
師
の
用
例
に
つ
い
て
は
の
ち
に
改
め

て
述
べ
る
が
、
倭
京
・
倭
都
の
称
呼
は
、
白
雑
四
年
雨
着
条
に
、

中
大
兄
皇
子
が
「
欲
寵
髄
翼
遷
昌
干
聖
上
」
と
奏
講
し
た
が
天
皇
が
許

さ
な
か
っ
た
と
み
え
、
同
じ
く
白
雄
五
年
正
月
と
十
二
月
の
条
に
は

「
面
向
昌
倭
都
闘
而
遷
」
　
「
鼠
向
昌
倭
都
一
遷
都
之
兆
也
」
と
あ
り
、
ま

た
天
智
北
年
八
月
輪
に
は
近
江
に
遷
都
し
た
皇
太
子
中
大
兄
が
「
幸
昌

倭
京
一
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
天
武
即
位
前
堂
の
壬
申
の
乱
関
保
記
事

に
も
、
　
「
自
昌
近
江
京
一
至
昌
予
倭
京
一
処
六
置
レ
候
」
を
は
じ
め
と
し

て
「
詣
二
干
倭
京
一
崩
御
酒
醤
宮
凹
」
に
至
る
ま
で
、
し
ば
し
ば
倭
京
の

語
が
み
え
、
そ
こ
で
活
躍
を
し
た
大
伴
連
吹
負
は
東
道
将
軍
紀
臣
阿

閉
麻
呂
に
対
し
て
「
倭
京
将
軍
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
ま
た
同
じ

倭
京
を
近
江
京
に
対
し
て
「
古
京
是
本
営
処
也
」
な
ど
と
古
京
と
称

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
京
が
成
立
し
な
が
ら
、
そ
れ
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飛鳥と方格地割（岸）
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を
飛
鳥
京
と
よ
ば
ず
、
広
く
倭
京
と
称
し
て
い
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う

か
。
ま
た
「
飛
鳥
」
と
は
い
っ
た
い
ど
の
地
域
を
当
時
は
い
っ
た
も

の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
疑
闘
に
答
え
る
た
め
に
、
ま
ず
「
飛
鳥
」

の
用
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
さ
て
日
本
書
紀
に
み
え
る
「
飛
鳥
」
を
整
理
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う

に
な
る
。

ω②㈲㈲

近
飛
鳥
八
空
玉
　
顕
宗
紀
元
年
正
月
華
に
「
獲
麟
二
公
卿
百
寮
於
近
飛

鳥
八
釣
場
↓
即
天
皇
位
」
と
あ
り
、
顕
宗
記
の
「
近
飛
鳥
宮
」
に
当
た
る
。

な
お
允
撮
記
に
は
写
実
浅
津
間
若
子
宿
禰
命
生
憎
遠
飛
鳥
宮
一
治
昌
天
下
一

也
」
と
あ
り
、
最
中
記
の
説
明
で
は
河
内
の
飛
鳥
を
近
飛
鳥
と
し
、
倭

の
そ
れ
を
遠
飛
鳥
と
し
て
い
る
の
で
、
近
飛
鳥
八
釣
宮
の
所
在
は
河
内

と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
明
日
香
村
に
は
八
道
の
大
字
名
を
存
し
、

万
葉
集
に
は
矢
豊
山
（
三
⊥
一
六
二
、
柿
本
人
日
昌
の
新
田
部
皇
子
に
献
る

歌
）
・
八
塗
盆
（
十
二
一
二
八
六
〇
）
が
あ
っ
て
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

飛
鳥
板
蓋
宮
　
皇
極
紀
二
年
四
月
条
に
「
移
監
飛
鳥
無
蓋
新
宮
こ

と
あ
り
、
ま
た
斉
明
紀
元
年
正
月
条
に
「
即
二
天
皇
位
於
飛
鳥
板
蓋
附
こ

と
あ
る
。

飛
鳥
河
辺
行
宮
　
孝
徳
紀
白
雑
四
年
七
月
条
に
「
皇
太
子
乃
拳
［
皇
祖

母
尊
葱
鮪
皇
后
一
井
率
扁
皇
弟
等
両
往
居
昌
子
倭
飛
鳥
河
辺
行
富
こ
と
あ
る
。

飛
鳥
川
原
宮
　
斉
明
紀
元
年
是
冬
条
に
「
災
嘉
飛
鳥
板
蓋
宮
朔
故
遷
＝

居
飛
鳥
川
原
宮
こ
と
あ
る
。

⑤（6）⑦⑧

後
飛
鳥
岡
太
一
宮
　

斉
明
紀
二
年
近
心
条
に
「
於
晶
飛
鳥
岡
本
二
更
定
晶

宮
地
↓
…
…
天
皇
乃
遷
、
号
日
晶
々
飛
鳥
岡
本
宮
一
」
と
あ
る
。
な
お
欝

明
紀
二
年
十
月
条
に
は
「
遷
昌
於
飛
鳥
岡
傍
｝
是
謂
　
岡
本
宮
一
」
と
あ
り
、

岡
本
宮
は
後
飛
鳥
岡
本
宮
の
前
身
と
み
ら
れ
る
が
、
書
紀
は
岡
本
宮
に

関
し
て
は
つ
ね
に
「
飛
鳥
」
を
冠
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
の
ち
に

改
め
て
述
べ
る
。

飛
幽
鳥
嘱
葎
御
　
原
宮
　
　
天
武
紀
元
年
九
月
条
に
「
営
扁
宮
室
於
岡
本
宮
南
嚇

即
冬
遷
以
翌
翌
、
是
謂
昌
飛
鳥
面
面
原
宮
一
」
と
あ
る
ほ
か
、
天
智
紀
七

年
二
月
条
に
は
鶴
野
皇
女
に
つ
き
「
及
レ
有
昌
天
下
一
居
昌
干
飛
鳥
浄
御
原

宮
｛
後
移
目
宮
干
藤
原
一
」
と
記
し
、
ま
た
天
武
紀
雛
鳥
元
年
七
月
条
に

は
「
改
レ
元
日
篇
朱
鳥
元
年
↓
働
名
レ
宮
日
二
飛
鳥
浄
御
原
町
こ
と
あ
る
。

飛
鳥
寺
　
飛
鳥
寺
、
あ
る
い
は
飛
鳥
寺
西
槻
な
ど
は
し
ば
し
ば
み
え

る
が
、
そ
の
飛
鳥
寺
、
す
な
わ
ち
法
興
寺
の
創
建
に
つ
い
て
は
、
崇
峻

紀
即
位
前
七
月
条
に
「
於
昌
飛
鳥
地
一
起
昌
法
興
寺
一
」
と
み
え
、
ま
た
崇

峻
紀
元
鑑
査
歳
条
に
「
壊
昌
飛
鳥
衣
三
寸
祖
樹
葉
之
家
一
回
作
呂
法
興
寺
↓

此
地
名
昌
飛
鳥
真
神
原
嚇
亦
名
飛
鳥
苫
田
」
と
あ
る
。

飛
鳥
四
社
　
天
武
紀
朱
鳥
元
年
七
月
条
に
「
奉
下
幣
於
居
昌
紀
伊
国
一
国

懸
神
・
飛
鳥
四
社
・
住
吉
大
神
上
」
と
み
え
る
が
、
飛
鳥
四
祉
は
延
喜

式
の
高
市
郡
名
神
大
社
飛
鳥
坐
神
社
四
座
に
当
た
る
と
み
ら
れ
、
天
長

六
年
コ
一
月
神
託
に
よ
っ
て
現
在
地
の
高
市
郡
賀
美
郷
鳥
形
山
に
遷
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
以
前
の
同
郷
甘
南
備
由
に
あ
っ
た
飛
鳥
社
で
あ
る
。
営
南
備
山
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
確
証
が
な
い
。
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飛鳥と方格地割（岸）

⑨
　
飛
鳥
河
　
推
古
紀
珊
四
年
五
月
条
に
嶋
大
臣
と
称
さ
れ
た
蘇
我
馬
子

　
　
に
つ
い
て
「
家
訓
於
飛
鳥
亡
霊
傍
納
裏
庭
中
開
昌
小
池
嚇
傍
興
昌
小
嶋
於
池

　
　
中
↓
故
時
人
爲
二
二
大
臣
こ
と
あ
る
ほ
か
、
斉
明
紀
七
年
十
一
月
条
に

　
　
は
「
以
昌
天
皇
哀
一
三
晶
干
飛
鳥
川
原
一
」
と
あ
る
。

⑩
　
飛
鳥
岡
　
　
⑤
に
記
し
た
ご
と
く
前
後
の
岡
本
宮
は
い
ず
れ
も
飛
鳥
岡

　
　
の
傍
に
造
ら
れ
た
。
飛
鳥
岡
は
岡
寺
付
近
か
ら
北
、
香
具
山
に
か
け
て

　
　
の
丘
陵
を
指
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
つ
ぎ
の
⑭
に
記
す
よ
う
に
持

　
　
統
・
文
武
は
そ
こ
で
火
葬
に
付
さ
れ
た
。

⑪
　
飛
鳥
真
神
原
・
飛
鳥
苫
田
　
⑧
に
よ
っ
て
と
も
に
飛
鳥
寺
付
近
の

　
　
地
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑫
　
飛
鳥
衣
縫
部
・
飛
鳥
衣
縫
独
氾
　
雄
略
紀
十
四
年
一
二
月
条
に
は
身
狭

　
　
村
主
青
ら
に
率
い
ら
れ
て
来
朝
し
た
呉
国
の
漢
織
・
呉
織
お
よ
び
衣
縫

　
　
の
兄
媛
・
弟
媛
は
檜
隈
野
に
安
置
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
漢
織
・
呉
織
の

　
　
衣
縫
は
飛
鳥
野
鼠
部
・
伊
勢
衣
縫
部
の
先
で
あ
る
と
あ
る
が
、
⑦
に
よ

　
　
っ
て
飛
鳥
纏
縫
部
の
管
掌
者
た
る
飛
鳥
衣
縫
造
は
飛
鳥
寺
の
地
に
住
ん

　
　
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

鰯
　
飛
鳥
皇
女
　
天
智
天
皇
と
阿
倍
倉
梯
麻
呂
の
女
橘
娘
の
間
に
生
ま
れ

　
　
た
。
薪
田
部
皇
女
と
姉
妹
、
文
武
四
年
四
月
浄
広
難
で
麗
じ
た
。
紀
中

　
　
に
み
え
る
「
飛
鳥
」
を
含
む
人
名
は
こ
れ
だ
け
、
橘
一
飛
鳥
の
関
係
が

　
　
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

以
上
が
日
本
書
紀
の
用
例
で
あ
る
が
、
な
お
続
日
本
紀
の
つ
ぎ
の
用

例
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

aaj

飛
鳥
岡
　
大
宝
三
年
十
二
月
癸
酉
条
に
持
統
太
上
天
皇
を
「
照
日
火
昌

葬
雨
飛
鳥
岡
一
」
と
あ
り
、
ま
た
慶
雲
四
年
十
一
月
丙
午
条
に
同
じ
く

文
武
天
皇
を
「
即
日
火
扁
葬
於
飛
鳥
岡
一
」
と
あ
る
。

　
以
上
書
紀
に
お
け
る
用
例
を
検
し
て
ま
ず
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、

い
わ
ゆ
る
飛
鳥
の
地
域
に
存
し
た
諸
宮
の
う
ち
「
飛
鳥
」
を
冠
し
て

い
る
も
の
と
、
い
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
い
ま
改

め
て
書
紀
に
現
わ
れ
る
宮
号
を
整
理
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

第
［
衷

天
皇
紀

推
古
紀

鑓
明
紀

皇
極
紀

斉孝
明徳
紀紀

天
智
紀

「
飛
鳥
」
を
冠
す
る
宮

飛
鳥
板
蓋
新
宮
（
皇
極
二
・
四
遷
）

飛
鳥
河
辺
行
宮
（
白
土
四
・
七
居
）

飛
鳥
板
蓋
宮
（
元
・
正
、
元
・
冬

災
）
・
飛
鳥
川
原
宮
（
元
・
冬
遷
Y

後
飛
鳥
岡
本
宮
（
飛
鳥
岡
本
）
（
二

遷
）
〔
飛
鳥
浄
御
原
宮
（
七
・
二
）
〕

「
飛
鳥
」
を
冠
し
な
い
宮

豊
浦
宮
（
前
壬
子
・
十
二
）
・
耳
成
行

宮
（
九
・
五
居
）
・
小
墾
田
宮
（
十
丁

十
遷
）

岡
本
宮
（
飛
鳥
陶
傍
）
（
二
・
十
遷
、
入
・

山ハ

ﾐ
）
・
厩
坂
宮
（
十
二
・
四
居
）
・

百
済
宮
（
十
二
・
十
一
、
十
三
・
十
）
③
・

〔
浄
御
原
宮
（
註
二
・
正
）
〕

小
墾
田
宮
（
元
・
十
二
）
・
板
蓋
宮

（
註
四
・
正
）

小
墾
田
宮
（
元
・
十
）
・
両
槻
宮
（
田

身
嶺
丘
×
二
）
・
岡
本
宮
（
二
災
）

〔
藤
原
宮
（
七
・
二
）
〕
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芙
武
紀

持
統
紀

飛
鳥
浄
御
山
宮
（
鑓
本
宮
南
）
（
元
・

冬
遷
、
二
・
二
、
朱
鳥
元
・
十
二
）

正六嶋岡元嶋
’・ {本・宮
る箕西寅ブ思

置亦三辱粟
遷奪屡進熊

交鴛

右
表
に
掲
げ
た
諸
縁
の
う
ち
現
在
そ
の
遣
構
の
確
実
に
知
ら
れ
て
い

る
も
の
は
藤
原
宮
だ
け
で
あ
る
が
、
他
の
も
の
に
つ
い
て
も
現
存
地

名
や
文
献
上
の
断
片
的
な
史
料
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
宮
の
お
お
よ

そ
の
位
置
は
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
推
定
の
上
に

立
つ
と
き
、
　
「
飛
鳥
」
を
冠
す
る
宮
が
板
蓋
宮
・
河
辺
宮
・
川
原

宮
・
後
岡
本
宮
・
浄
御
原
富
－
岡
本
宮
に
つ
い
て
は
後
に
改
め
て

述
べ
る
一
だ
け
で
、
耳
成
宮
・
百
済
宮
・
厩
墨
継
・
田
中
宮
・
両

槻
宮
は
と
も
か
く
、
今
口
の
飛
鳥
の
地
域
概
念
か
ら
す
れ
ば
明
ら
か

に
飛
鳥
に
含
ま
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
豊
浦
宮
・
小
墾

田
宮
・
嶋
宮
が
「
飛
鳥
」
を
冠
し
て
呼
称
さ
れ
ず
、
ま
た
新
市
京
と

称
さ
れ
た
藤
原
宮
も
飛
鳥
藤
原
宮
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ

で
書
割
原
宮
は
万
葉
集
巻
二
の
柿
本
人
麻
呂
の
高
市
皇
子
尊
に
対
す

る
挽
歌
の
な
か
に
「
か
け
ま
く
も
　
ゆ
ゆ
し
き
か
も
　
言
は
ま
く
も

あ
や
に
畏
き
　
明
日
香
の
　
真
神
の
原
に
　
ひ
さ
か
た
の
　
天
ツ
御

門
を
　
か
し
こ
く
も
　
定
め
た
ま
ひ
て
」
（
ニ
ー
一
九
九
）
と
あ
る
が
、

そ
の
真
神
原
は
前
述
の
よ
う
に
ま
た
飛
鳥
寺
の
建
立
さ
れ
た
と
こ
ろ

　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
位
置
は
飛
鳥
寺
付
近
と
推
定
で
き
る
。
そ
し
て

同
時
に
浄
磯
原
宮
は
岡
本
富
の
南
に
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
逆
に
岡

本
宮
は
浄
御
原
宮
の
北
に
当
た
り
、
ま
た
そ
れ
は
飛
鳥
岡
の
傍
で
も

あ
っ
た
と
い
う
。
後
述
の
よ
う
に
岡
本
宮
は
高
市
岡
本
宮
と
も
称
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
、
ま
た
箭
明
天
皇
を
高
市
天
皇
と
よ
ん
で
お
り
、
現
在
の
大
官
大

寺
趾
付
近
が
高
市
郡
高
市
里
で
、
そ
の
近
く
の
路
東
十
三
坪
が
岡
本

田
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
神
護
景
雲
元
年
十
二
月
一
日
付
の
太
政

　
⑦
官
符
に
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
岡
本
宮
、
お
よ
び
そ
の
あ
と
を
襲
っ

た
も
の
と
す
れ
ば
後
置
本
宮
の
位
置
も
ほ
ぼ
推
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
板
蓋
宮
は
蘇
我
馬
子
、
す
な
わ
ち
島
大
臣
の
家
に
接
し
て

　
　
　
　
　
　
　
⑧

起
っ
て
い
た
と
い
い
、
そ
の
島
大
臣
の
家
に
つ
い
て
は
推
古
紀
計
四

年
五
月
丁
魚
条
に
「
家
二
黒
飛
鳥
河
芸
傍
顧
乃
庭
中
開
器
小
池
ハ
傍
興
昌

小
嶋
於
池
中
ハ
富
豪
人
日
犠
嶋
大
臣
一
」
と
あ
る
こ
と
や
、
岡
宮
御
宇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

天
皇
と
論
さ
れ
た
草
壁
皇
子
尊
の
「
橘
の
嶋
宮
」
　
（
万
葉
集
巻
ニ
ー
一
七

九
）
、
天
武
紀
十
年
九
月
平
平
条
の
「
無
毒
国
貢
昌
赤
面
｛
乃
筆
蹟
嶋
宮

池
一
」
な
ど
か
ら
、
や
は
り
板
早
宮
の
位
置
は
現
在
の
明
日
香
村
島
庄

の
北
に
当
た
る
こ
と
が
推
さ
れ
る
。
そ
の
板
蓋
宮
は
ま
た
飛
鳥
川
原
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飛鳥と方格地割（岸）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

板
葺
宮
と
も
称
さ
れ
て
い
て
、
川
原
宮
と
の
密
接
な
関
係
が
想
起
さ

れ
る
が
、
・
川
原
宮
の
位
置
は
や
は
り
川
原
寺
（
弘
福
寺
）
の
称
呼
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ら
そ
れ
と
の
つ
な
が
り
が
想
定
さ
れ
、
さ
き
の
川
原
寺
発
掘
調
査
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
寺
創
建
以
前
の
遺
溝
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
河
辺
行
宮
は
川

原
宮
と
必
ず
し
も
同
じ
も
の
と
考
え
な
く
と
も
よ
い
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
や
は
り
近
い
位
置
に
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
「
飛
鳥
」
を
冠
し
た
諸
宮
の
位
置
を
考
定
す
る
と
、
そ

れ
は
香
具
山
南
麓
、
大
官
大
寺
趾
付
近
か
ら
南
、
島
庄
か
ら
橘
寺
付

近
よ
り
北
の
主
と
し
て
飛
鳥
川
右
岸
の
地
域
に
す
べ
て
黒
め
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
飛
鳥
川
左
岸
に
当
た
る
豊
浦
宮
や
小

酒
田
宮
、
橘
寺
以
南
の
「
橘
の
島
宮
」
は
そ
の
地
域
に
は
接
す
る
が
、

「
飛
鳥
」
を
冠
せ
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
ま
た
京
域
の
一
部
が
明
ら
か

に
そ
の
地
域
に
亘
る
と
み
ら
れ
る
新
益
京
の
藤
原
宮
も
飛
鳥
藤
原
宮

と
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
「
小
墾
田
」
の
地
は
、
安
閑
紀

元
年
十
月
甲
子
条
に
妃
紗
手
当
に
小
墾
田
屯
倉
を
賜
わ
っ
た
と
み
え
、

欽
明
紀
十
三
年
十
月
条
に
は
蘇
我
稲
頃
が
小
墾
田
家
に
百
済
渡
来
の

釈
迦
金
銅
仏
像
を
安
置
し
た
伝
え
が
あ
る
ほ
か
、
天
武
紀
十
二
年
正

月
丙
午
条
に
は
小
早
田
舞
が
み
え
、
孝
元
記
の
建
内
宿
禰
後
嗣
氏
族

の
系
譜
に
は
蘇
我
臣
の
同
族
と
し
て
小
治
田
臣
が
み
え
る
。
ま
た
持

統
紀
即
位
前
十
二
月
乙
酉
条
で
は
大
官
・
飛
鳥
・
川
原
・
坂
田
の
四

寺
と
と
も
に
小
墾
田
豊
浦
寺
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
万
葉
集
巻
八
の

一
首
二
四
翠
巌
）
の
題
詞
に
は
「
小
治
田
広
瀬
王
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら

か
ら
小
墾
田
は
む
し
ろ
飛
鳥
よ
り
早
く
一
つ
の
地
域
呼
称
と
し
て
成

立
し
、
飛
鳥
川
左
岸
の
現
在
の
明
日
香
村
豊
浦
よ
り
西
の
一
帯
を
よ

ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
島
宮
の
所
在
地
が
橘
寺
と
同
じ

く
「
橘
」
と
当
時
よ
ば
れ
て
「
飛
鳥
」
と
区
別
さ
れ
て
い
た
ら
し
い

己
と
は
「
橘
の
島
宮
」
と
い
う
表
現
法
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
　
「
島
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

そ
の
も
の
も
地
名
と
し
て
か
な
り
早
く
か
ら
普
及
し
て
い
た
。
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

藤
原
の
地
も
名
代
藤
原
部
を
有
し
た
允
恭
妃
衣
通
姫
の
藤
原
宮
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
い
は
推
古
紀
に
み
え
る
藤
原
池
の
ご
と
く
、
早
く
「
飛
鳥
」
と
異

な
る
地
域
呼
称
と
し
て
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
は
主
と
し
て
日
本
書
紀
を
素
材
に
「
飛
鳥
」
の
地
域
を
考
定

し
た
の
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
は
黒
日
本
紀
に
し
ば
し
ば
み
え
る
麗
卒

伝
の
系
譜
記
事
の
「
1
朝
」
「
一
朝
庭
」
「
－
御
世
」
に
着

目
し
、
そ
の
な
か
に
み
え
る
「
飛
鳥
朝
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ

う
。
第
二
表
は
そ
の
よ
う
な
記
載
の
集
成
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
飛

鳥
朝
の
ほ
か
に
泊
瀬
朝
遠
歩
・
小
治
田
朝
・
高
市
岡
本
宮
御
世
・
難

波
朝
・
尊
属
本
朝
・
近
江
（
淡
海
）
朝
・
藤
原
朝
・
平
城
朝
の
区
別
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第
二
雪

年
　
月
　
日

大
宝
元
・
正
∴
瓢

蹴
幌
奉
和
嵩
・
七
・
｝
九

和
銅
元
・
閾
八
人

〃
　
六
∴
千
六

〃
　
七
・
叩
竃

〃
　
七
・
五
・
…

離
健
出
稿
一
理
・
竃
比
∴
八

〃
　
元
・
等
蔦

〃
　
　
四
・
正
・
二
七

〃
　
　
臨
・
　
八
・
蕊

神
亀
元
・
亦
六

天
平
元
・
八
・
九

〃
　
　
　
一
二
・
　
七
∴
一
五

　
位

正
広
参

正
三
位

従
三
位

従
一
　
一
位

従
三
位

正
三
位

従
三
位

正
二
位

正
三
位

正
二
位

正
三
面

従
三
位
．

従
二
位

大
納
雷

大
納
言

摂
津
大
夫

右
大
弁

中
納
言

兼
中
務
卿

大
納
雷

兼
大
将
軍

中
納
言

左
大
臣

大
納
言

右
大
臣

中
納
言

左
大
弁

大
納
雷

房
姓
董

大
伴
宿
禰
御
行

紀
朝
臣
麻
呂

高
向
朝
臣
麻
呂

石
川
朝
臣
宮
麻

呂小
野
朝
臣
毛
野

大
伴
宿
禰
安
麻

呂巨
勢
朝
臣
麻
呂

石
上
朝
臣
麻
呂

阿
倍
朝
臣
宿
奈

麻
呂

藤
原
朝
臣
不
比

等親
勢
朝
臣
正
治

石
川
朝
臣
石
足

大
伴
宿
禰
旅
人

　
　
系
　
譜
　
記
　
事

難
波
朝
右
大
臣
大
紫
長
徳
之
子

也
：

近
江
朝
御
史
大
夫
贈
正
二
位
大

人
之
子
也

難
波
朝
廷
刑
部
尚
書
大
花
上
国

忍
之
子
也

近
江
朝
大
臣
大
紫
連
子
之
第
五

甥
也
●

小
治
田
輯
大
徳
冠
妹
子
之
孫
、

小
錦
中
正
人
之
子
也

難
波
朝
右
大
臣
大
紫
長
徳
之
第

六
子
也

小
治
田
朝
小
徳
大
海
之
孫
、
飛

鳥
朝
京
職
直
大
参
志
丹
之
子
也

泊
瀬
朝
倉
朝
廷
大
連
物
部
目
之

後
、
難
波
朝
衛
部
大
華
上
宇
麻

巧
子
也
。

後
備
本
朝
筑
紫
大
宰
帥
大
錦
上

比
羅
夫
之
子
也

海
一
朝
内
大
臣
大
織
冠
鎌
足
之

第
二
子
也

難
波
朝
左
大
臣
大
豪
徳
恵
之

孫
、
中
納
言
小
錦
中
黒
麻
呂
之

子
也
淡
海
朝
大
臣
大
紫
連
子
之
孫
、

少
納
言
小
花
下
安
麻
呂
之
子
也

難
波
朝
右
大
臣
大
紫
長
徳
之

〃
　
颪
・
一
一
・
二

勝
宝
蕊
よ
量
δ

宝
字
四
・
正
∴
瓢

〃
　
叩
六
・
七

〃
四
・
　
ハ
・
癸
卯

〃
　
　
草
一
一
工
O

〃
　
置
・
四
・
九

〃
　
六
・
七
・
一
九

〃
　
六
・
九
・
き

〃
　
　
七
。
一
〇
・
一
七

〃
　
八
・
六
・
九

従
三
位

従
二
位

従
三
位

従
三
位

正
四
位

下従
三
位

従
三
位

正
三
位

従
三
位

従
三
位

大
納
言

兼
神
祇
伯

造
宮
卿

散
位参市

議部
　卿

散
位

散
位

御
史
大
夫

兼
文
部
卿

神
紙
伯

参
議
礼
部
卿

授
刀
督

大
野
朝
臣
東
人

巨
勢
朝
臣
奈
蚤

麻
呂

多
治
比
真
入
広

足天
平
応
真
仁
正

皇
太
后

藤
原
朝
臣
弟
麻

呂安
倍
朝
臣
嶋
麻

呂巨
勢
朝
臣
関
麻

呂紀
朝
臣
飯
麻
呂

石
川
朝
臣
年
足

藤
原
朝
臣
弟
貞

藤
原
朝
臣
御
楯

孫
、
大
納
言
贈
正
二
位
安
麻
呂

之
第
　
子
也

飛
鳥
朝
廷
糺
職
大
夫
直
広
躁
川

平
之
子
也

小
治
田
朝
旧
徳
大
海
之
孫
、
淡

海
病
中
納
言
大
紫
比
登
之
子
也

父
志
麻
藤
原
輯
正
二
位
左
大

臣
、
広
足
平
城
朝
歴
任
内
外
蚕

中
納
言
・
：
：

近
江
朝
大
織
冠
内
大
臣
鎌
足
之

孫
、
平
城
山
贈
正
網
位
太
政
大

臣
不
比
等
之
女
也

平
城
朝
贈
正
一
位
太
政
大
臣
武

智
麻
呂
之
第
四
子
也

藤
原
朝
右
大
臣
従
二
位
御
主

中
之
孫
、
奈
良
朝
中
納
言
従
三

位
広
庭
之
子
也

難
波
長
柄
豊
崎
朝
大
臣
大
繍
徳

太
古
曾
孫
、
従
五
位
上
小
邑
治

之
子
也
、
其
紬
父
中
納
言
正
三

位
邑
治
養
之
為
子
…
…

淡
海
朝
大
納
言
贈
正
三
位
大
人

之
孫
、
平
城
朝
式
部
大
輔
正
五

位
下
古
麻
呂
之
長
子
也

本
所
本
朝
大
臣
大
紫
蘇
我
臣
牟

羅
志
曾
孫
、
平
城
朝
左
大
弁
従

三
位
石
足
之
長
子
也

平
域
朝
左
大
臣
正
二
位
長
屋
王

子
也
平
城
朝
贈
正
一
位
太
政
大
臣
房
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〃
　
八
・
九
∴
八

神
護
元
・
一
＝
一
七

〃
　
　
二
・
三
・
一
二

〃
　
　
　
漏
・
　
六
・
二
八

景
雲
二
・
六
・
二
八

宝
亀
二
・
二
∴
三

〃
　
　
亭
δ
・
三

〃
　
冠
・
三
∴
一
三

〃
　
六
・
七
二

正
一
位

従
一
位

正
三
隷

従
三
位器下艦下墜

大江土
師按伊
　察賀
　使近

右
大
臣

大
納
言

刑
部
卿

内
蔵
頭

兼
大
外
記

遠
江
守

左
大
臣

散
位

参
議
大
宰
帥

藤
原
朝
臣
仲
麻

呂藤
原
朝
臣
豊
成

藤
原
朝
臣
真
楯

百
済
王
敬
福

高
丘
宿
彌
比
良

麻
呂

藤
原
朝
臣
永
手

国
中
連
公
麻
呂

円
方
女
王

藤
原
朝
臣
蔵
下

麻
呂

前
之
第
六
子
也

近
江
朝
内
大
臣
藤
原
朝
臣
鎌
足

曾
孫
、
平
城
朝
贈
太
政
大
臣
武

智
麻
縁
之
第
二
子
也

平
城
朝
正
一
位
贈
太
政
大
臣
武

智
麻
呂
之
長
子
也

平
城
当
量
正
一
位
太
政
大
臣
房

前
之
第
三
子
也

賞
同
市
綱
凹
本
洗
口
即
一
宇
天
白
白
襲
世
義

慈
盃
遣
其
子
盤
璋
王
及
禅
広
王

入
侍
、
泊
予
後
岡
本
朝
廷
義
慈

王
兵
敗
降
唐
…
…
豊
璋
駕
船
遁

干
高
麗
、
禅
広
困
不
帰
国
、
藤

原
朝
廷
賜
号
日
百
済
王
、
卒
贈

正
広
参
、
子
百
済
王
昌
成
幼
年

随
父
帰
朝
、
先
父
三
王
、
飛
鳥
浄

御
原
御
世
贈
小
紫
、
子
郎
虞
奈

良
朝
黙
従
四
位
下
摂
津
亮
、
敬

福
者
即
其
第
三
子
也

其
祖
沙
門
詠
、
近
江
朝
歳
次
癸

亥
自
百
済
帰
化
、
…
…

奈
良
朝
贈
太
政
大
臣
房
前
之
第

二
子
也

其
祖
父
通
謀
国
骨
富
近
添
朝
庭

歳
次
癸
亥
属
本
蕃
嚢
乱
帰
化

平
城
朝
雲
大
声
従
一
位
長
屋
王

之
女
也

平
城
朝
参
議
正
三
位
式
部
卿
大

虚
害
帥
馬
饗
之
第
九
子
也

〃〃

七
・
穴
・
董

八
・
八
・
究

〃
　
八
・
九
∴
八

〃
　
一
〇
・
七
・
九

延
聖
母
・
二
・
竺

〃
　
　
　
七
・
　
七
・
嵩
八

従
三
位

従
三
位

従
二
位

従
三
位

従
三
位

正
二
位

大
蔵
卿
兼

摂
津
大
夫

大
和
守

内
大
臣

参
議
中
衛
大
将

兼
式
部
卿

参
議
中
富
大
夫

兼
衛
門
督

前
右
大
臣

藤
原
朝
臣
楓
麻

呂大
伴
宿
禰
古
慈

斐藤
漂
朝
臣
良
継

藤
原
朝
臣
百
川

大
伴
宿
禰
麻
呂

大
中
臣
朝
臣
清

麻
呂

平
城
朝
贈
太
政
大
臣
房
前
之
第

宅
子
也

飛
鳥
朝
常
道
頭
領
大
錦
中
小
吹

負
之
孫
、
平
竣
輯
越
前
按
察
使

従
四
位
下
根
父
麻
呂
之
子
也

平
坂
耕
参
議
正
三
位
式
部
卿
大

宰
帥
馬
養
之
第
二
子
也

芋
竃
朝
参
夏
干
三
位
式
都
卿
兼

大
宰
帥
宇
合
之
第
八
子
也

祖
馬
来
田
寺
内
大
紫
、
父
二
足

平
城
朝
参
議
正
四
位
下

曾
祖
国
子
小
治
田
朝
小
徳
冠
、

父
意
美
麻
呂
中
納
言
正
四
位
上

が
み
え
る
。
そ
し
て
飛
鳥
朝
が
書
紀
の
記
載
と
の
対
照
か
ら
飛
鳥
浄

禦
朝
廷
を
指
す
こ
と
に
間
違
い
は
あ
る
♪
転
こ
れ
ら
肇
伝
の

系
譜
記
事
が
複
雑
な
続
日
本
紀
の
編
纂
過
程
で
続
紀
に
採
り
入
れ
ら

れ
た
時
期
は
そ
れ
ほ
ど
早
く
な
い
が
、
そ
こ
で
飛
鳥
朝
が
浄
御
原
朝

廷
を
さ
し
、
小
治
田
朝
・
藤
原
朝
と
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
さ
き

の
宮
号
に
つ
い
て
の
考
察
の
結
果
と
一
致
す
る
。
し
か
し
高
市
岡
本

宮
御
世
や
後
岡
本
朝
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
か
、
そ
れ
に
は
な
お
飛

鳥
朝
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
聾
し
ば
ら
く
他
の
史
料
に
つ
い
て
考
察

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
他
の
文
献
史
料
に
つ
い
て
検
す
る
と
、
ま
ず
天
平
廿
一
年
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三
月
置
三
日
の
年
記
を
有
す
る
行
基
大
僧
正
舎
利
扇
面
に

　
　
…
…
近
江
大
津
之
朝
寒
辰
之
玉
書
昌
於
大
鳥
郡
｛
野
江
於
飛
鳥
之
朝
壬
午

　
　
之
歳
一
出
家
帰
道
…
…

と
み
え
る
「
飛
鳥
之
朝
壬
午
之
歳
」
は
天
武
十
一
年
（
六
八
二
）
に
当

た
る
か
ら
、
そ
の
飛
鳥
朝
は
や
は
り
浄
露
原
宮
で
あ
ろ
う
。
ま
た
法

隆
寺
伽
藍
縁
起
笄
流
記
資
財
帳
に
は
左
の
よ
う
に
三
例
「
飛
鳥
宮
御

宇
天
皇
」
が
み
え
る
。

　
　
経
台
壱
足

　
　
　
家
主
巳
年
十
月
廿
六
日
飛
鳥
宮
御
宇
　
天
皇
為
仁
王
会
納
賜
老

　
　
（
蓋
）
壱
具
三
者

　
　
　
右
癸
巳
十
月
廿
六
日
仁
王
会
納
賜
飛
鳥
宮
御
宇
　
天
皇
者

　
　
黄
砦
帳
里
馬
二
二
帳
影
干
臓
九
駅
八
寸
脹
ユ
駅
三
寸

　
　
　
右
癸
巳
年
十
月
廿
六
日
仁
王
会
納
賜
飛
鳥
宮
御
宇
　
天
皇
者

同
じ
よ
う
な
記
載
は
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
に
も
み
え
る
。

　
　
繍
大
灌
頂
一
具

　
　
　
右
飛
鳥
宮
御
宇
　
天
皇
以
癸
巴
年
十
月
廿
六
日
為
仁
王
子
午
卜
者

こ
れ
ら
の
史
料
に
み
え
る
癸
巳
年
は
持
統
紀
七
年
十
月
己
卯
（
廿
三

日
）
条
に
「
始
講
昌
仁
王
経
営
野
阜
一
四
日
而
畢
」
と
あ
る
の
と
照
合
し

て
、
持
統
七
年
を
さ
す
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、
飛
鳥
宮
御
宇
天
皇

は
持
統
天
皇
に
相
当
す
る
。
し
か
し
こ
こ
で
飛
鳥
宮
の
表
現
が
用
い

ら
れ
て
い
る
の
は
、
飛
鳥
藤
原
宮
の
意
で
は
な
く
、
持
統
七
年
目
藤
原

宮
遷
都
の
前
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
な
お
飛
鳥
浄
御
勤
宮
の
意
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

用
い
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
飛
鳥
宮
は
さ
き
の
飛

鳥
朝
の
用
法
と
異
な
ら
な
い
が
、
次
の
場
合
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

　
そ
の
一
は
天
智
七
年
歳
次
戊
辰
作
造
と
み
ら
れ
る
河
内
松
岳
山
古

墳
出
土
の
船
首
仁
心
墓
誌
に

　
　
惟
船
氏
王
後
首
者
…
…
生
　
於
乎
娑
随
宮
治
天
下
天
皇
之
世
↓
奉
レ
仕
晶

　
　
於
等
由
羅
宮
治
天
下
天
皇
之
朝
碗
至
＝
於
阿
須
迦
宮
治
天
下
天
皇
之
朝
↓

　
　
天
皇
照
見
知
昌
其
才
異
↓
仕
有
二
功
勲
↓
勅
賜
二
宮
位
大
仁
皿
品
為
晶
第
三
雨

　
　
損
昌
亡
於
阿
須
迦
天
皇
之
末
一
歳
次
辛
丑
十
二
月
三
日
庚
寅
、
故
戊
辰
年

　
　
十
二
月
獲
昌
葬
富
松
倭
山
上
一
…
…

と
あ
る
「
阿
須
迦
宮
治
天
下
天
皇
」
お
よ
び
「
震
幅
迦
天
皇
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
歳
次
辛
丑
を
暫
明
天
皇
末
年
の
雪
明
十
三
年
（
六
四
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
当
て
、
従
っ
て
阿
須
迦
天
皇
を
趣
旨
、
阿
須
迦
宮
を
そ
の
岡
本
宮

と
解
す
る
以
外
に
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
二
は
上
宮
聖
徳
法
王

帝
説
に

　
　
飛
鳥
天
皇
御
世
癸
卯
年
十
月
十
四
日
蘇
我
豊
浦
毛
人
大
臣
児
入
鹿
臣

　
　
［
］
林
太
郎
坐
晶
於
伊
加
留
加
宮
一
山
代
大
兄
及
急
難
弟
君
合
十
五
王
子

　
　
等
量
滅
之
也

と
み
え
る
「
飛
鳥
天
皇
」
で
あ
る
。
家
永
三
郎
氏
は
こ
の
部
分
を
仏
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家
の
年
代
記
の
ご
と
き
も
の
と
み
、
そ
の
成
立
年
代
は
天
智
以
後
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

安
初
期
以
前
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
飛
鳥
天
皇
は
癸
卯
年
を
壼
極
二

年
（
六
四
三
）
に
当
て
、
皇
極
天
皇
と
す
る
の
が
正
し
い
。
従
っ
て
飛

鳥
天
白
三
の
称
呼
の
由
来
は
や
は
り
二
年
四
月
に
遷
幽
し
た
飛
鳥
板
子

宮
に
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
飛
鳥
朝
が
必
ず
し
も
飛
鳥
浄

御
原
宮
の
み
を
指
さ
ず
、
野
明
の
岡
本
宮
、
あ
る
い
は
皇
極
の
板
蓋

宮
を
意
味
す
る
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
は
岡
本

宮
や
板
笹
葉
が
「
飛
鳥
」
を
冠
し
て
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で

あ
り
、
こ
の
点
で
も
さ
き
の
書
紀
宮
号
に
つ
い
て
の
考
察
と
矛
盾
す

る
も
の
で
な
い
。

　
他
に
も
宮
号
に
「
飛
鳥
」
を
冠
し
て
み
え
る
史
料
は
多
い
。
た
と

え
ば
、

飛
鳥
岡
基
宮
（
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
）

飛
鳥
川
原
板
蓋
宮
（
日
本
霊
異
記
）

明
日
香
川
原
宮
（
万
葉
集
標
目
）

飛
鳥
浄
御
原
宮
（
小
野
毛
人
墓
誌
・
続
紀
天
平
十
五
年
五
月
条
・
法
隆
寺
伽
藍

縁
起
井
流
記
資
財
帳
・
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
・
出
雲
風
土
記
・
燈
後

風
土
記
）
・
明
日
香
清
御
原
宮
（
万
葉
集
標
目
）
・
明
日
香
能
清
病
原
乃
宮

（
万
申
莱
集
一
｛
ハ
ニ
）
・
飛
鳥
浄
御
原
大
宮
（
那
須
弓
造
碑
・
常
陸
風
土
記
）
・
飛

鳥
之
浄
之
宮
（
万
葉
集
｝
六
七
）
・
飛
鳥
浄
御
原
朝
廷
（
餌
刺
延
暦
＋
年
正
月

条
）
・
飛
鳥
浄
原
大
朝
庭
（
采
女
氏
楚
域
碑
）
・
飛
鳥
浄
御
原
御
世
（
続
紀
天

平
神
護
二
年
山
ハ
二
条
）
・
飛
｛
鳥
噛
葎
御
頭
原
一
入
白
里
（
美
努
岡
萬
墓
誌
）
・
賊
難
鳥
浄
肩
兄

原
天
皇
（
常
陸
風
土
記
）

な
ど
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
岡
本
富
・
板
蓋
宮
・
川
原
宮
・
浄
露
原

宮
と
さ
き
に
掲
げ
た
「
飛
鳥
」
を
冠
し
た
尼
宮
の
範
囲
を
出
て
い
な

い
。
こ
れ
に
対
し
て
小
話
田
宮
・
藤
原
宮
も
し
ば
し
ば
み
え
る
が
、

「
飛
鳥
」
を
冠
し
た
用
例
は
皆
無
で
あ
り
、
推
古
を
さ
す
小
治
田
宮

治
天
下
天
皇
が
さ
き
の
船
首
王
後
墓
誌
で
は
等
由
羅
宮
治
天
下
天
皇
、

元
興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
で
は
楷
井
等
由
羅
宮
治
天
下
等
与

弥
気
賀
斯
岐
夜
比
売
命
と
な
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　
以
上
宮
号
に
「
飛
鳥
」
を
冠
し
た
諸
宮
の
検
討
を
通
じ
て
、
飛
鳥

の
地
域
が
岡
本
宮
・
板
蓋
宮
・
川
原
宮
・
後
岡
本
宮
・
浄
御
原
宮
を

含
む
香
具
山
以
南
、
橘
寺
以
北
の
主
と
し
て
飛
鳥
川
右
岸
の
一
帯
で

あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
な
お
万
葉
集

の
な
か
に
歌
わ
れ
た
「
明
日
香
」
に
つ
い
て
の
考
察
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

　
①
　
従
＝
明
日
香
宮
凹
遷
昌
居
藤
原
宮
一
之
後
志
三
白
三
子
御
作
歌
（
巻
一
一
五

　
　
～
）

　
②
　
和
銅
三
年
庚
戌
春
二
月
従
昌
藤
原
宮
一
薄
日
干
寧
楽
宮
一
時
御
輿
停
昌
長

　
　
屋
原
｝
廻
昌
望
古
郷
一
作
歌
　
｝
書
云
太
上
天
皇
御
製
（
巻
一
－
七
八
）
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（6）　（5）　（4）　（3）i

長
屋
王
故
郷
二
一
藤
田
（
巻
＝
「
－
二
｛
ハ
八
）

登
扁
神
岳
齢
山
部
宿
禰
赤
人
作
歌
一
首
（
巻
三
⊥
三
西
）

八
代
女
王
献
晶
天
皇
一
歌
｝
首
（
巻
四
…
六
二
六
）

大
伴
坂
上
郎
女
詠
三
兀
興
寺
略
史
一
筆
一
首
（
巻
六
－
九
九
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
ど
の
歌
が
関
係
す
る
が
、
別
稿
で
や
や
詳
し
く
述
べ
た
の
で
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
は
要
説
に
止
め
る
。
ω
の
明
日
香
宮
は
や
は
り
浄
御
逐
一
を
さ
し
、

新
し
い
藤
原
宮
に
遷
っ
た
こ
と
を
「
京
都
を
臨
み
」
と
詠
じ
、
　
「
明

日
香
」
と
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
㈲
の
故
郷
「
古
家
の
里
の
明
日

香
」
は
左
注
の
「
右
今
案
　
従
‘
明
日
香
輔
臥
篭
藤
原
宮
喝
之
後
作
「
唖
此

歌
一
鰍
」
を
採
れ
ば
ω
に
同
じ
い
。
ω
の
「
明
日
香
の
旧
き
京
師
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
神
岳
（
神
名
備
山
）
の
比
定
に
確
説
が
な
い
が
、
歌
わ
れ
た
状
景

は
さ
き
の
考
察
に
よ
る
飛
鳥
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
㈲
の

「
古
郷
の
明
日
香
の
河
」
も
ま
た
平
城
京
時
代
の
作
で
あ
る
が
、
こ

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

こ
で
は
飛
鳥
川
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
解
釈
の
幅
が
あ
る
。
⑥
の

「
古
郷
の
飛
鳥
」
は
元
興
寺
す
な
わ
ち
飛
鳥
寺
の
所
在
地
を
い
っ
た

も
の
で
、
、
適
確
に
飛
鳥
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
以
上
の
五

首
の
「
明
山
香
」
は
さ
き
の
考
察
結
果
と
矛
盾
し
な
い
が
、
た
だ
問

題
は
②
の
古
郷
「
飛
鳥
の
明
日
香
の
里
」
で
あ
る
。
こ
の
一
首
を
題

詞
に
従
っ
て
藤
原
宮
よ
り
平
城
遷
都
の
際
の
作
と
す
れ
ば
、
藤
原
の

地
が
明
冒
香
に
含
ま
れ
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
史
料
と
な
る
。
し
か
し

こ
の
歌
の
題
詞
に
つ
い
て
は
異
説
も
あ
り
、
歌
意
に
つ
い
て
の
新
し

い
解
釈
も
可
能
な
の
で
、
あ
ま
り
抱
泥
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

¢
日
本
三
略
天
長
六
年
三
月
三
重
条
、
な
お
延
喜
式
に
は
い
中
三
座
飛
鳥
出
口
坐

　
神
判
が
み
え
る
。

②
　
な
お
履
中
即
位
前
紀
に
み
え
る
飛
鳥
山
、
雄
略
九
年
七
月
置
に
み
え
る
飛
鳥
戸

　
郡
は
い
ず
れ
も
河
内
の
飛
鳥
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
省
略
し
た
。

③
百
済
宮
に
つ
い
て
は
広
陵
町
百
済
と
す
る
説
を
通
説
と
す
る
が
、
飛
鳥
に
近
い

　
地
域
に
求
め
る
説
も
提
起
さ
れ
て
い
る
（
和
倒
葦
「
嬢
の
基
礎
的
考
察
」
（
『
史
林
騒

　
五
一
丁
五
）
。

④
真
神
原
に
つ
い
て
は
万
葉
集
に
「
大
口
の
真
神
原
」
（
「
六
三
六
・
三
二
六
八
）

　
が
み
え
る
。

⑤
　
天
武
紀
四
年
十
一
月
条
に
は
「
有
レ
人
登
二
宮
東
三
一
妖
言
」
と
あ
り
、
な
お
万

　
葉
集
巻
二
の
「
天
皇
崩
之
時
、
太
后
御
作
歌
一
首
」
　
（
一
五
九
）
も
注
目
さ
れ
て

　
い
る
。

⑥
日
本
書
紀
皇
極
二
年
九
月
壬
午
条
、
或
本
云
。

⑦
類
聚
三
代
格
巻
十
五
。

⑧
日
本
書
紀
皇
極
四
年
六
月
己
酉
条
。

⑨
続
日
本
紀
天
平
宝
字
二
年
八
月
戊
申
条
。

⑩
日
本
霊
異
記
上
九
に
「
飛
鳥
川
原
板
葺
宮
御
宇
天
皇
目
代
遅
日
年
春
三
月
頃
」

　
と
あ
り
、
癸
卯
年
は
皇
極
二
年
に
当
た
る
。

⑪
　
扶
桑
略
記
斉
明
元
年
十
月
条
に
は
「
天
皇
遷
幸
飛
鳥
川
原
宮
、
造
川
原
寺
」
と

　
あ
る
。
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飛鳥と方格地割（岸）

⑫
前
掲
『
川
原
寺
発
掘
調
査
報
告
』
参
照
。

⑬
　
皇
極
紀
三
年
六
月
条
・
岡
四
年
六
月
条
に
は
「
島
の
藪
原
」
が
み
え
、
同
二
年

　
九
月
条
に
は
皇
極
の
母
吉
備
明
主
も
吉
備
嶋
皇
祖
溝
命
と
よ
ん
で
い
る
。

⑭
　
日
本
書
紀
允
恭
七
年
十
二
月
壬
戌
条
・
同
八
年
二
月
条
・
同
十
～
年
三
月
丙
午

　
条
。

⑱
　
好
本
書
紀
推
古
十
五
年
冬
条
、
同
十
九
年
五
月
五
日
条
。
な
お
万
葉
集
巻
一
藤

　
原
宮
上
役
民
作
歌
（
五
〇
）
、
問
藤
原
宮
藤
井
歌
（
五
二
）
で
は
「
荒
妙
乃
藤
原
」

　
「
髭
妙
乃
藤
井
我
原
」
と
み
え
る
。

⑯
　
飛
鳥
朝
京
職
直
大
参
志
丹
は
天
武
紀
十
際
年
三
月
明
酉
条
に
「
京
職
大
夫
直
大

参
巨
勢
朝
臣
辛
梗
空
軍
」
と
み
え
、
飛
鳥
朝
坐
職
大
夫
直
広
建
果
安
は
災
武
紀
元

　
年
七
月
癸
巳
条
に
「
近
江
将
大
野
曝
果
安
」
と
み
え
、
飛
鳥
朝
常
道
頭
贈
大
錦
中

　
小
吹
負
は
天
武
紀
十
二
年
八
月
庚
申
条
に
「
大
伴
達
男
吹
負
卒
、
以
壬
申
年
之
功

　
贈
大
錨
中
位
」
と
あ
る
。

⑰
威
奈
真
人
大
村
墓
誌
に
も
持
統
天
皇
を
「
後
清
原
鰹
朝
初
」
と
記
す
例
が
み
え

　
る
。

⑱
　
目
本
書
紀
に
よ
る
と
鋳
明
は
実
際
は
十
三
年
十
月
丁
酉
（
九
日
）
に
崩
じ
て
い

　
る
が
、
代
っ
て
皇
極
が
即
位
し
た
の
は
翌
壬
寅
年
正
月
辛
未
（
十
五
日
）
で
あ
る
。

　
な
お
墓
誌
中
乎
娑
随
宮
治
天
下
天
皇
は
敏
達
、
等
辺
羅
宮
治
天
下
天
皇
は
推
古
を

　
さ
し
、
大
仁
は
墓
誌
の
記
す
ご
と
く
推
古
十
一
年
一
大
化
三
年
施
行
の
冠
位
の
第

　
三
等
に
当
た
る
。

β
鰻
　
家
永
三
郎
『
上
声
団
聖
徳
法
王
占
奪
の
研
究
』
総
論
篇
六
五
一
六
八
ペ
ー
ジ
。

⑳
　
な
お
乞
食
老
詠
二
首
の
う
ち
の
「
為
蟹
述
痛
作
」
（
巻
十
六
一
三
八
八
六
）
の
「
今

　
日
今
日
と
飛
鳥
に
至
り
」
が
あ
る
が
、
こ
の
歌
の
成
立
年
代
や
同
時
に
み
え
る
地

　
名
置
勿
・
評
定
努
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
な
い
の
で
保
留
す
る
。
こ
の
他
万
葉
集

　
に
み
え
る
の
は
い
ず
れ
も
飛
鳥
川
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
（
一
九
四
・
～
九
六
・

　
　
九
七
・
一
九
八
・
三
二
五
・
三
五
六
・
一
＝
一
六
・
＝
一
エ
ハ
六
・
＝
二
七
九
・

　
＝
二
八
○
・
一
五
五
七
・
一
八
七
八
・
二
七
〇
｝
・
二
七
〇
二
・
二
七
｝
三
・
二

　
八
五
九
・
三
二
二
七
・
三
二
六
穴
・
三
二
六
七
・
三
五
四
四
・
三
五
四
五
・
四
二

、
五
八
）

⑳
掴
稿
「
古
代
史
と
万
週
頃
こ
と
ば
一
“
明
日
香
〃
を
一
例
と
し
て
」
（
『
国
文

　
轡
7
』
　
「
轟
パ
ー
一
二
）
。

㊧
　
　
万
笹
搭
朱
塩
菅
十
一
二
一
三
二
六
六
に
は
神
名
火
山
が
明
門
口
中
密
川
か
㎞
伽
霜
に
し
〆
」
い
る
レ
」

　
あ
り
、
岡
じ
く
三
二
六
八
で
は
真
神
原
に
近
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
大

　
体
の
位
置
は
推
定
で
き
、
現
在
比
定
さ
れ
て
い
る
雷
丘
や
甘
檬
丘
よ
り
も
北
に
考

　
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

㊧
　
同
じ
よ
う
に
「
明
〔
口
早
河
鱒
戸
を
清
み
後
れ
居
て
恋
ふ
れ
ば
習
い
や
遠
そ
き

　
ぬ
」
　
（
巻
十
九
一
幸
手
五
八
）
に
は
「
右
一
首
、
左
中
弁
中
臣
朝
臣
清
麿
伝
訥
古

　
臨
時
歌
也
」
の
左
注
が
あ
る
。
京
は
藤
原
京
と
み
ら
れ
る
が
、
や
は
り
明
日
香
河

　
に
関
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
。

四

　
さ
て
私
は
飛
鳥
の
地
域
に
認
め
ら
れ
る
方
格
地
割
と
い
わ
ゆ
る
飛

鳥
京
と
の
関
係
を
論
ず
る
た
め
に
当
時
の
「
飛
鳥
（
明
日
香
）
」
の
範

囲
を
考
究
し
た
結
果
、
そ
れ
は
藤
原
は
も
ち
ろ
ん
小
治
田
・
豊
浦
や

橋
・
島
を
含
ま
な
い
香
具
山
南
麓
の
大
官
大
寺
堆
付
近
か
ら
南
、

橘
寺
か
ら
島
先
・
岡
の
集
落
以
北
の
一
帯
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
こ
の
推
論
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
導
か
れ

る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
最
初
は
本
稿
で
主
題
と
し
た
方
格
地
割
と
の
関
係
で
あ
る
。
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さ
き
に
一
町
阻
．
一
〇
六
m
を
単
位
と
す
る
方
量
地
割
が
現
在
の
と
こ

ろ
雷
丘
i
一
山
田
寺
南
門
推
定
古
道
以
北
に
は
確
実
に
認
め
ら
れ
ず
、

条
の
称
呼
も
そ
の
道
を
起
線
と
し
て
南
に
の
み
及
ん
で
い
囁
る
こ
と
、

ま
た
橘
寺
伽
藍
中
軸
線
、
お
よ
び
島
庄
付
近
の
現
存
方
格
地
割
の
方

向
が
真
西
よ
り
や
や
北
に
偏
し
て
お
り
、
さ
ら
に
半
町
の
ず
れ
の
あ

る
こ
ど
を
指
摘
し
た
。
後
者
の
点
に
関
し
て
は
推
定
し
た
「
飛
鳥
」

の
範
囲
の
南
限
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
前
者
に

つ
い
て
は
問
題
が
残
る
。
，
す
な
わ
ち
釘
明
朝
の
岡
本
宮
を
含
む
と
推

定
さ
れ
る
「
飛
鳥
」
の
北
半
部
分
に
問
題
の
方
格
地
割
が
拡
大
し
な

い
ら
し
い
の
は
ど
う
し
て
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
地
域
に
お

け
る
方
格
地
割
の
存
否
が
最
終
的
に
明
ら
か
で
な
い
現
在
、
こ
の
問

題
は
そ
の
ま
ま
疑
問
と
し
て
残
し
て
お
い
た
方
が
正
し
い
の
で
な
い

か
と
考
え
る
が
、
た
だ
つ
ぎ
の
事
実
に
つ
い
て
は
注
意
し
て
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
前
述
の
船
首
遠
忌
墓
誌
の
示
す
ご
と
く
、
、
岡

本
宮
が
浄
御
言
宮
造
営
以
前
の
段
階
で
は
阿
須
迦
宮
と
呼
ば
れ
て
い

た
の
に
対
し
、
天
武
朝
以
後
は
も
っ
ぱ
ら
浄
御
言
宮
が
飛
鳥
の
代
表

で
あ
る
か
の
ご
と
く
「
飛
鳥
」
を
冠
し
て
よ
ば
れ
て
い
る
こ
と
、
そ

れ
に
対
し
て
濁
本
宮
は
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
忌
日
本
紀
所
載
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

百
済
王
感
量
の
麗
伝
な
ど
で
は
高
市
岡
本
宮
と
よ
ば
れ
て
お
り
、
ま

た
日
本
書
紀
の
分
註
に
は
箭
明
を
高
市
天
皇
と
よ
ん
だ
こ
と
が
み
え
、

さ
ら
に
続
紀
天
平
宝
字
五
年
正
月
癸
巳
条
に
は
小
出
田
岡
本
宮
と
い

　
　
　
　
　
②

う
称
呼
が
み
え
、
時
の
経
過
と
と
も
に
岡
本
宮
所
在
地
付
近
が
飛
鳥

よ
り
も
む
し
ろ
高
市
、
あ
る
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は
小
治
田
の
一
部

と
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
高
市
が
大
官
大
寺
付
近
の
地
名
で
あ
っ
た
こ
と
は
天
武
紀
二

年
十
二
月
条
に
造
高
市
大
寺
司
が
み
え
、
註
し
て
「
今
大
官
大
寺
是
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
変
化
が

起
っ
た
の
は
そ
の
地
域
が
藤
原
京
の
京
都
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
か
も
知
れ
な
い
が
「
日
本
書
紀
に
お
い
て
岡
本
宮
が
多
く
の

場
合
「
飛
鳥
」
を
冠
せ
ら
れ
な
い
で
現
わ
れ
る
の
も
、
あ
る
い
は
そ

の
た
め
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
問
題
の
三
斜
地
割

が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
山
田
寺
南
門
t
雷
丘
古
道
よ
り
南
に
し
か
確

認
さ
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
条
の
称
呼
が
同
じ
よ
う
に
南
へ
一
条
－
一

十
八
条
と
及
ん
で
い
る
こ
と
に
関
係
す
る
の
か
ど
う
か
、
い
ず
れ
も

今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

　
し
か
し
右
の
課
題
は
実
は
方
格
地
割
と
倭
京
と
の
関
係
の
問
題
で

も
あ
る
。
さ
き
に
飛
鳥
重
な
る
称
呼
が
な
ぜ
存
在
し
な
い
の
だ
ら
う

か
と
い
う
疑
問
を
提
起
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
　
「
飛
鳥
」
の
地
域
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検
討
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
　
つ
ま
り
倭
京
の
範
囲
は

「
飛
鳥
」
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
広
く
少
な
く
と
も
小
治
田
や
豊
浦
、

あ
る
い
「
橘
の
島
」
な
ど
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
飛
鳥
京

と
い
う
表
現
で
は
そ
の
実
体
を
示
す
の
に
不
充
分
で
あ
っ
た
た
め
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
倭
京
の
範
囲
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
い
ま
明
確
な
解
答
を
用
意
で
き

て
い
な
い
が
、
単
に
方
格
地
割
に
関
し
て
だ
け
で
な
く
、
保
存
計
画

の
立
案
に
も
関
係
す
る
の
で
、
そ
の
課
題
を
解
く
手
が
か
り
と
な
る

の
で
な
い
か
と
考
え
る
事
実
を
以
下
少
し
く
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
倭
京
が
一
定
の
範
囲
を
有
す
る
行
政
区
画
を
も
っ
て
存
在
し

た
か
ど
う
か
の
問
題
。
日
本
書
紀
に
は
早
く
か
ら
京
・
京
師
・
京
都

な
ど
の
語
が
み
え
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
皇
宮
の
所
在
地
を
表
現
し

た
も
の
で
、
如
上
の
意
味
で
闘
題
と
な
る
京
師
が
は
じ
め
て
み
え
る

の
は
や
は
り
大
化
改
新
詔
の
第
二
条
の
「
初
修
二
京
師
二
で
あ
り
、
そ

の
副
文
に
は
坊
令
と
総
長
に
関
す
る
戸
令
条
文
相
似
の
規
定
が
記
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
改
新
詔
を
肯
定
す
る
立
場
に
立
つ
説
も
、
そ
の

と
き
難
波
の
地
に
京
師
の
制
が
施
か
れ
た
と
は
考
え
ず
、
単
に
そ
の

よ
う
な
方
針
を
示
し
た
ま
で
の
も
の
と
理
解
し
て
あ
ま
り
注
意
を
払

　
　
　
　
④

っ
て
い
な
い
。
た
だ
最
近
沢
村
仁
氏
が
難
波
に
関
す
る
仁
徳
紀
と
孝

徳
紀
の
記
事
を
対
照
的
に
整
理
し
、
難
波
京
の
造
営
が
大
化
・
白
雑

年
間
か
ら
は
じ
め
ら
れ
天
武
朝
に
至
っ
て
完
成
し
た
と
い
う
新
説
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

提
起
さ
れ
た
の
は
注
目
に
値
す
る
。
私
も
現
在
発
掘
中
の
難
波
宮
中

軸
線
か
ら
真
南
に
の
び
、
大
津
道
・
丹
比
道
と
直
交
す
る
古
道
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
藤
原
京
の
復
原
研
究
か
ら
難
波
京
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

存
在
を
示
唆
し
て
お
い
た
。
難
波
京
の
成
立
時
期
お
よ
び
そ
の
構
造

は
単
に
藤
原
京
ば
か
り
で
な
く
、
当
面
す
る
直
垂
の
間
題
に
も
深
い

関
係
を
有
す
る
の
で
、
私
な
り
に
検
討
を
加
え
て
い
る
が
、
そ
の
詳

細
は
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
書
紀
は
そ
の
言
わ

ず
か
に
斉
明
五
年
七
月
条
に
京
内
諸
寺
に
お
い
て
孟
蘭
盆
経
を
講
じ

た
こ
と
を
記
す
以
外
、
壬
申
の
乱
関
係
記
事
に
荷
留
・
古
京
の
語
が

み
え
る
以
外
、
京
の
存
在
を
示
す
よ
う
な
記
事
を
掲
げ
て
い
な
い
。

し
か
し
そ
の
間
近
江
大
津
宮
に
お
け
る
京
極
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
書
紀
も
天
武
紀
に
入
る
と
俄
然
行
政
区
域
を
示
す
よ
う

な
京
の
関
係
記
事
が
多
く
な
る
。
左
に
抄
出
し
て
掲
げ
る
こ
と
と
し

よ
う
。

天
武
五
・
九
・
乙
亥

〃
　
六
・
五
・

〃
　
九
・
五
・
乙
亥

王
卿
遣
京
及
畿
内
、
絞
人
別
兵

早
之
、
於
京
及
畿
内
雰
之

勅
、
総
綿
緕
布
以
施
願
下
内
廿
四
寺
定
有
差

33　（479）



天
武
九
二
〇
・
乙
巳

tl ノノ　　　　’1　　　　ノノ　　　　ノノ

一
〇
・
閏
七
・
壬
子

ご
丁
七
・
極
重

三
・
三
・
辛
卯

西
・
三
・
辛
酉

颪
・
九
・
甲
寅

持
統
前
・
三
・
壬
辰

〃
　
元
・
正
・
築
紫

〃
　
元
・
八
・
丁
酉

〃
　
元
・
九
・
庚
午

〃
　
三
・
七
・
丙
寅

〃
　
四
・
三
・
丙
申

〃
　
四
・
四
・
癸
丑

〃
　
四
・
九
・
乙
酉

Il　tl

五五

A　A
戊
子

〃
　
五
・
δ
・
甲
子

　
ひ
憧
京
内
諸
寺
貧
乏
僧
尼
及
百
姓
而
賑
給
之

皇
后
誓
願
之
大
斎
、
以
説
経
京
内
諸
寺

天
皇
巡
行
子
京
師

天
皇
巡
行
於
京
師
而
定
宮
室
之
地

京
職
大
夫
直
大
参
巨
勢
朝
臣
辛
檀
努
卒

遣
難
処
王
広
瀬
王
難
波
王
竹
田
王
弥
努
王
於

京
童
畿
内
、
各
令
校
人
夫
之
兵

賜
京
師
孤
独
高
年
布
属
、
回
漕
差

賜
京
師
年
八
十
以
上
及
篤
羅
貧
不
能
自
存
者

絶
綿
、
各
有
差

京
城
誉
老
男
女
皆
臨
働
嬰
於
橋
西

設
国
忌
斎
於
京
師
諸
寺

詔
左
右
京
職
三
訂
国
司
、
築
習
射
所

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

賜
京
与
畿
内
人
年
八
十
以
上
者
嶋
宮
山
人
廿

束賜
三
三
畿
内
者
老
男
女
五
千
光
一
人
稲
人
三

選思
置
、
朕
将
巡
行
紀
伊
之
故
、
県
勢
今
年
京

師
田
租
口
賦

京
師
及
郡
国
四
十
、
雨
氷

詔
日
…
…
言
及
畿
内
諸
寺
梵
衆
亦
当
五
旦
論

究
…
…

遣
使
者
鎮
祭
新
益
京

ft tt　ttlttt lt　tt　ft

六
・
正
・
戊
寅

穴
・
㎜
国
五
。
丁
酉

七
・
正
・
癸
卯

七
・
正
・
丙
午

七
・
二
・
己
巳

九
・
六
・
己
卯

一一

E
六
・
辛
未

二
・
六
・
辛
口
］

天
皇
豊
新
益
京
路

詔
令
京
師
及
四
畿
内
講
説
金
光
明
経

賜
京
師
及
畿
内
有
位
年
八
十
以
上
人
裳
一
領

総
二
匹
綿
ご
屯
曲
舞
下

賜
京
師
男
女
年
八
十
以
上
及
困
乏
病
者
布
、

各
面
差

配
造
京
司
衣
縫
王
等
収
所
掘
　

卿
大
夫
謁
者
詣
京
師
及
四
畿
内
諸
社
請
雨

詔
読
経
於
京
畿
諸
寺

遣
五
位
以
下
掃
鷹
京
寺

右
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
京
」
「
京
師
」
の
語
は
し
ば
し
ば
「
畿
内
」
と

併
記
し
て
現
わ
れ
る
が
、
畿
内
も
日
本
書
紀
で
は
大
化
二
年
正
月
の

改
新
詔
第
二
条
に
京
師
と
並
ん
で
み
え
、
つ
い
で
同
年
三
月
の
例
の

薄
葬
令
に
み
え
て
以
後
は
し
ば
ら
く
現
わ
れ
ず
、
や
は
り
天
武
紀
に

入
っ
て
頻
出
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
畿
内
制
の
成
立
を
天
武
初
年
と

　
　
　
　
　
　
⑧

す
る
説
も
あ
る
が
、
京
・
畿
内
の
語
の
こ
の
よ
う
な
現
わ
れ
方
は
天

武
・
持
統
両
紀
と
そ
れ
以
前
の
紀
の
間
に
書
紀
素
材
と
し
て
の
差
異

が
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
な
お
慎
重
な

検
討
を
要
す
る
が
、
と
も
か
く
遅
く
と
も
天
武
初
年
に
京
が
一
つ
の

行
政
区
域
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
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思
う
。
そ
れ
は
賑
給
の
対
象
者
を
行
内
を
限
っ
て
置
薬
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
、
京
職
の
存
置
が
確
認
で
き
る
こ
と
、
ま
た
京
内
寺
院
の
数
を
二

四
と
計
出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
点
か
ら
で
あ
る
が
、
藤
原
京
を
新

益
京
と
称
し
た
の
も
そ
れ
以
前
に
す
で
に
京
域
を
も
っ
た
京
師
が
存

在
し
た
か
ら
で
あ
る
と
も
解
さ
れ
る
。

　
以
上
少
な
く
と
も
天
武
器
以
後
倭
京
が
一
定
の
地
域
性
を
も
っ
て

存
在
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
想
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
史
料

に
関
し
て
も
な
お
問
題
は
多
い
。
た
と
え
ば
倭
京
か
ら
藤
原
京
へ
の

移
行
の
問
題
、
す
な
わ
ち
天
武
末
年
か
ら
す
で
に
藤
原
京
が
計
画
さ

れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
倭
京
と
藤
原
京
が
そ
の
鴬
遷
を

異
に
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
い
っ
か
ら
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
変
わ

っ
た
か
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
藤
原
京
に
つ
い

て
は
大
宝
令
の
施
行
を
画
期
と
し
て
左
京
・
右
京
の
区
別
が
生
じ
た

こ
と
は
ま
ず
動
か
な
い
が
、
続
紀
慶
雲
元
年
十
一
月
壬
寅
条
の
「
君

影
‘
藤
原
宮
地
ハ
直
入
二
宮
中
門
百
姓
一
千
五
百
五
南
江
レ
布
有
レ
差
」
な

る
記
事
は
ど
う
し
て
も
京
域
の
こ
と
を
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ

れ
も
そ
の
問
題
を
考
え
る
一
つ
の
史
料
で
あ
ろ
う
。
ま
た
い
ま
新
益

京
の
語
か
ら
藤
原
京
以
前
京
域
を
も
っ
た
京
師
の
存
在
し
た
こ
と
が

推
さ
れ
る
と
述
べ
た
が
、
そ
の
語
か
ら
同
時
に
藤
原
京
あ
る
い
は
藤

原
宮
は
従
来
の
京
外
に
新
た
に
造
ら
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
く
る
。

し
か
し
こ
れ
と
て
も
「
天
皇
巡
昌
行
於
京
師
一
而
定
昌
宮
室
職
掌
一
」
と

あ
る
宮
室
を
藤
原
宮
の
こ
と
と
解
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す
で
に
京
師
の

な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

、
ま
た
右
史
料
以
外
で
も
、
書
紀
の
壬
申
の
乱
の
倭
に
お
け
る
戦
闘

記
事
に
よ
る
と
、
古
京
京
辺
の
衝
に
竪
て
ら
れ
た
橋
板
造
り
の
楯
を

八
口
に
企
っ
て
み
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
と
れ
ば
、

倭
京
は
八
口
の
南
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
私
は
こ
の
八
口

を
中
ッ
道
に
そ
う
地
点
と
考
え
、
い
ち
お
う
香
具
山
付
近
と
推
測
し
・

　
　
　
　
　
⑭

た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
な
れ
ば
倭
織
は
さ
き
に
明
ら
か
に
し
た
「
飛

鳥
」
の
地
域
が
中
心
と
な
る
。
そ
の
比
定
が
正
し
い
か
否
か
は
と
も

か
く
、
地
理
的
に
み
て
倭
京
を
望
見
し
う
る
よ
う
な
地
点
を
当
時
の

古
道
の
あ
り
方
か
ら
考
え
て
香
具
山
以
北
に
求
め
る
こ
と
は
困
難
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
天
武
紀
九
年
五
月
乙
亥
条

に
は
「
課
内
廿
四
寺
」
と
あ
り
，
こ
の
数
字
を
信
ず
る
限
り
倭
京
の

範
囲
が
右
以
上
に
か
な
り
広
か
っ
た
可
能
性
が
多
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
文
献
史
料
の
上
か
ら
は
藤
原
京
以
前
の
京
の
範
囲
・

構
造
を
推
定
す
る
・
と
が
な
か
な
か
困
難
で
あ
・
の
で
、
つ
ぎ
に
は
圓

現
在
の
遺
跡
か
ら
若
干
考
察
を
加
え
て
お
こ
う
。
ま
ず
最
初
は
さ
き
　
3
5



第三表

所在地
明日香村飛鳥

ク

ク

！
！

橿原市

ク

桜勇布
！！

！！

立｝狢

豊浦

奥山

la　lM

田中

山田

安倍

吉備

橿原市大久保

桜井市

橿原市

桜井市

明H香村小1．Ll

　〃　　檜前

橿原市　八木

明日山村　雷

　ク　　　騎

　〃　　大江

　ク　　南浦

　〃　　坂田

明目香村橘
　〃　　川原

　〃　　小山

　　　膳夫

　　　石川

　　　高田

名寺

寺（法興寺・元興寺）

寺（定林寺）

寺（建興寺）

久米寺

廃…寺…（葛木寺。プ（野丘』ヒ塔？）

廃寺

寺（浄土寺）

寺（崇敬寺）

寺

寺

（法輪寺）

寺

寺（金岡時）

（菩提寺）

寺（弘福寺）

坊廃寺（厩坂寺～）

寺

寺（大安寺）

琶蓋寺）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
ソ
廃
大
寺
廃
出
寸
儒

鳥
部
浦
山
田
・
甲
田
倍
備
窪
寺
向
田
出
寸
原
寺
夫
ラ
田
官
摺
木
廃
乖
守

飛
立
豊
奥
和
田
山
安
吉
大
軽
β
坂
橘
川
紀
膳
ウ
高
大
槍
八
八
岡

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
η
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4

の
「
京
内
旨
四
寺
」
を
具
体
約
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
保
井
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

太
郎
・
石
田
茂
作
・
福
山
敏
男
ら
諸
氏
の
研
究
に
従
い
な
が
ら
、
飛

鳥
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
存
在
し
た
天
武
平
以
前
の
創
建
と
推
定
さ
れ

る
寺
院
趾
を
選
ん
で
み
る
と
第
三
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
表
に
よ
っ
て
、
試
み
に
京
を
香
具
山
鎌
錠
の
地
域
と
想
定
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
地
域
内
に
含
ま
れ
る
寺
院
は
わ
ず
か
十
数
学
に
過

ぎ
ず
、
二
四
と
い
う
数
を
満
た
す
た
め
に
は
京
の
範
囲
を
か
な
り
拡

げ
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
表
に
掲
出
さ
れ
た
寺
院
趾
は
大
窪

寺
・
八
木
廃
寺
・
高
田
廃
寺
を
除
け
ば
、
北
は
横
大
路

以
南
、
西
は
下
ッ
道
以
東
、
東
は
上
ッ
道
以
西
の
範
囲

内
に
含
ま
れ
、
南
限
に
当
る
の
は
三
三
寺
・
坂
田
寺
で

あ
る
。
従
っ
て
京
内
十
四
寺
と
い
う
数
を
重
視
す
れ
ば
、

上
表
に
多
少
の
出
入
り
は
あ
っ
て
も
、
京
域
を
ほ
ぼ
そ

の
よ
う
な
範
囲
に
ま
で
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
飛
鳥
を
中
心
に
設
定
さ
れ
た
上
・
中
・
下
三

道
の
古
道
を
重
視
す
る
限
り
右
の
範
囲
は
当
時
一
つ
の

意
味
を
も
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
を
直
ち
に
羽
指
の
京
域
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
つ
ぎ
に
墳
墓
と
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
養

老
喪
葬
令
に
「
凡
皇
都
及
道
路
側
近
、
並
不
レ
得
二
葬
埋
一
」
と
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
条
文
は
大
宝
令
に
も
存
し
た
が
、
も
と
も
と
唐
笠
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
皇
都
内
に
墳
墓
を
営
ま
な
い
こ
と

が
日
本
で
は
い
つ
ま
で
遡
り
う
る
か
を
一
方
で
考
慮
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
持
統
紀
七
年
二
月
己
巳
条
に
は
藤
原
京
造
営
に
当
た

っ
て
墳
墓
を
壊
し
た
た
め
掘
出
さ
れ
た
戸
を
造
京
司
衣
縫
王
ら
に
命

じ
て
収
容
さ
せ
た
こ
と
が
み
え
、
同
様
な
こ
と
は
平
城
京
造
営
の
際

　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
も
令
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
在
来
の
墳
墓
で
発
掘
さ
れ
た
も
の
ま
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で
を
す
べ
て
京
外
に
移
し
て
改
葬
し
た
か
は
と
も
か
く
、
藤
原
京
で

は
持
統
は
天
武
の
藍
隈
大
内
陵
に
、
文
武
は
檜
隈
安
古
山
陵
に
と
い

ず
れ
も
推
定
藤
原
京
南
郊
に
葬
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
平
城
京
に
お
い

て
は
元
明
は
添
上
郡
椎
山
陵
、
元
正
・
聖
武
・
光
明
は
い
ず
れ
も
添
上

郡
佐
保
山
陵
、
称
徳
は
添
下
郡
佐
貴
郷
高
野
山
陵
と
京
外
北
郊
に
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ら
れ
、
光
仁
も
添
上
郡
広
岡
山
陵
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
態
は
平
安
京
に
お
い
て
も
変
ら
ず
、
さ
ら
に
庶
民
の
京
周
辺
の
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

地
に
つ
い
て
は
最
近
森
浩
一
民
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
少
な
く
と
も
藤
原
京
以
後
は
京
城
内
に
墳
墓
の
営
造
を
禁
ず

る
喪
葬
令
の
規
定
が
守
ら
れ
た
ら
し
い
か
ら
、
藤
原
京
以
前
の
倭
京

に
つ
い
て
も
、
逆
に
当
代
と
み
ら
れ
る
墳
墓
の
存
在
し
な
い
地
域
を

考
慮
す
る
こ
と
が
、
京
域
想
定
の
一
法
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
ま
ず
飛
鳥
周
辺
に
お
け
る
七
世
紀
代
と
み
ら

れ
る
主
要
な
古
墳
の
分
布
を
み
て
み
よ
う
。

第
四
表

所
在
　
地

明
日
香
村
　
坂
田

　
〃
　
　
　
島
庄

　
〃
　
　
　
島
庄

橿
原
市
　
五
条
野

　
古
墳
二

又
塚
古
墳

石
舞
台
古
墳

石
舞
台
古
墳
陪

塚菖
蒲
池
古
墳

墳
形

円
墳
～

方
償
不
明
円
墳

石
　
室

横
穴
式
石
室

横
穴
式
石
室

横
穴
式
石
室

横
穴
累
石
河

石

棺

島
抜
式
家
形
石
棺

馴
抜
式
家
形
石
棺

馴
抜
式
家
形
石
棺
2

明
日
香
村

　
〃
　
ク
　
ク
　
〃
　
〃
橿
原
市

　
〃
桜
井
市

、
”

　
ク
　
〃

安安安安政見真越千差平野
倍倍倍倍瀬瀬弓　　田田口

天
武
・
持
統
合

葬
陵
鬼
の
圓
・
姐

中
尾
山
古
墳

岩
屋
山
古
墳

牽
牛
子
塚
古
墳

銘
子
塚
古
墳

丸
山
古
墳

沼
山
竪
琴

文
殊
院
西
古
墳

文
殊
院
東
古
墳

艸
墓
古
墳

谷
首
古
墳

円
墳
不
明
円
壌
「

方
墳
円
墳
～

円
墳
前
方
後

円
墳
円
墳
円
墳
p

円
墳
方
墳
方
墳

横
穴
式
石
室

横
口
式
石
室

特
殊
石
室

横
穴
式
石
室

横
口
幅
石
窒

横
穴
式
石
室

横
穴
式
石
室

横
穴
式
石
室

横
穴
式
石
室

横
穴
式
石
室

横
穴
式
石
室

横
穴
式
石
室

乾
漆
棺
・
銀
製
骨
蔵

器乾
漆
棺

劇
抜
式
家
形
石
棺
2

劇
皆
式
家
形
石
棺

　
右
表
は
現
在
所
在
の
確
認
で
き
る
古
墳
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
の
ほ

か
す
で
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

た
将
来
該
当
す
る
古
墳
が
新
た
に
発
見
さ
れ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
古
墳
に
つ
い
て
も
適
確
な
年
代
決
定
が
困
難
で
あ
る

か
ら
、
京
の
成
立
時
期
、
ま
た
そ
の
京
域
内
に
墳
墓
の
営
造
を
禁
止

し
は
じ
め
た
時
点
を
考
慮
し
た
上
で
、
京
域
推
定
の
資
料
と
す
る
こ

と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
し
か
し
右
表
を
概
観
し
て
注
意
す
べ
き
こ

と
は
、
香
具
山
周
辺
か
ら
さ
き
に
想
定
し
た
「
飛
鳥
」
菓
方
の
丘
陵

地
帯
が
空
白
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
比
定
さ
れ
て
い
る
引
引
丘
か
ら

西
に
つ
づ
く
丘
陵
地
帯
に
も
、
菖
蒲
池
古
墳
を
最
北
と
し
て
、
下
ッ

道
以
東
に
は
該
当
古
墳
が
存
在
し
な
い
。
　
な
お
菖
蒲
池
古
墳
、
　
天
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武
・
持
統
合
葬
大
内
陵
、
中
尾
山
古
墳
、
文
武
檜
隈
安
古
山
陵
に
比

定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
藤
原
京
中
軸
線
の
南
へ
の
延
長
上
に
ほ
ぼ
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ん
で
位
置
す
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
天
武
∴
持
統
陵
、
鬼

姐
・
鬼
厩
、
お
よ
び
光
明
陵
に
比
定
さ
れ
て
い
る
梅
山
古
墳
が
ほ
ぼ

正
し
く
東
西
一
直
線
上
に
あ
り
、
藤
原
京
南
限
古
道
よ
り
約
三
里
に

当
た
る
こ
と
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
同
様
の
こ
と
を
文
献
史
料
の
上
か
ら
併
せ
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

そ
の
た
め
飛
鳥
周
辺
に
墳
墓
の
営
ま
れ
た
事
例
を
検
出
す
る
と
、
次

表
の
よ
う
に
な
る
。

第
五
表

年
　
次

推
古
二
〇

〃
　
三
四

〃
　
三
六

被
　
葬
　
者

雌
蕊
媛
（
欽
明
妃
）

蘇
我
馬
子

推
古
天
皇

陵
　
墓

檜
四
大
陵

桃
原
墓

大
野
運
上

幽
典

同
士

霞
紀

古
事
記

備

考

こ
の
と
き
欽
明
槍
隈
坂

合
舞
に
改
葬

長
原
は
河
内
石
川
郡
と

す
る
説
も
あ
る
が
雄
略

七
年
紀
に
真
神
原
と
と

も
に
み
え
る
か
ら
、
付

近
に
求
む
べ
き
で
あ
ろ

う
。
一
説
蘇
我
馬
子
墓

に
比
定

書
紀
は
竹
田
皇
子
陵
に

合
葬
、
大
野
丘
は
敏
達

十
四
年
紀
に
み
え
、
元

皇
極
　
元

〃
　
　
元

〃
　
　
二

斉
明
　
四

天
智
　
六

持
統
　
元

〃
　
　
三

欝
明
天
皇

蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿

吉
備
島
姫
王
（
皇
極
母
）

建
三
硬
目
畢
。
）

皇
極
天
皇
・
闘
人
皇
女

大
田
皇
女

天
武
天
皇

草
壁
親
王

滑
谷
岡

今
来
隻
墓

檀
弓
岡

今
城
谷
上

小
市
岡
上
陵

大
内
陵

其
弓
（
檀
）
山
陵

真
弓
岡

書
紀

〃ク1！　1！万続〃
葉紀
集

土
寸
寺
田
起
は
こ
れ
を
止
由
［

良
佐
岐
（
豊
浦
前
）
と

い
う
か
ら
、
現
在
の
い

わ
ゆ
る
泥
質
丘
か
ら
西

方
の
丘
陵
で
あ
ろ
う

明
日
香
村
冬
野
と
い

う
。
二
年
九
月
押
坂
陵

に
改
葬

今
来
は
つ
ぎ
の
今
城
谷

と
と
も
に
大
淀
町
今
木

に
比
定
さ
れ
て
い
る

が
、
大
化
五
年
紀
に
は

今
来
大
槻
み
ゆ

‘
明
日
香
村
に
真
弓
に
比

定
、
た
だ
し
天
武
陵
南

方
に
も
「
真
樗
田
」
「
真

弓
細
田
」
の
地
名
あ
り

今
釆
隻
墓
参
照

皇
極
・
間
人
は
合
葬
、

大
安
寺
資
財
帳
に
衰
智

天
皇
み
ゆ
、
天
武
八
年

紀
に
は
越
智
隔
陵
と
あ

る
、
高
取
町
越
智
付
近

に
比
定

二
」
＝
ハ
七

欽
明
七
年
紀
に
火
内
丘

み
ゆ
（
檜
隈
皿
巴
人
川
原

罠
直
宮
）
、
明
日
香
村

野
口
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飛鳥と寺格地割（岸）

〃
　
　
五

大
宝
　
三

慶
雲
　
賜

和
銅
　
元

河
島
皇
子

持
統
天
皇

文
武
天
皇

但
馬
皇
女

越
智
野

大
内
陵

万
葉
集

続
紀

槍
傷
上
古
山
陵
〃

吉
隠
猪
饗
澗
墓

万
葉
集

二
一
一
九
五
左
注

飛
鳥
岡
に
火
葬
、
天
武

陵
に
合
葬

飛
鳥
岡
に
火
発
、
比
定

に
諸
説
あ
り

ニ
ー
二
〇
三

　
右
表
に
よ
る
と
、
適
確
な
地
名
比
定
の
困
難
な
も
の
も
あ
る
が
、

推
古
朝
で
は
「
飛
鳥
」
に
近
い
桃
原
や
大
野
丘
が
葬
地
と
し
て
選
ば
れ

て
い
た
の
が
、
皇
極
朝
以
後
に
な
る
と
今
来
（
今
城
）
・
真
弓
（
檀
）
・

越
智
（
小
市
）
、
あ
る
い
は
旨
旨
と
少
し
離
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
や
は
り
さ
き
の
古
墳
分
布
の
場
合
と
同
様
に
「
飛
鳥
」
周
辺

に
歌
選
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
遺
跡
・
史
料
の
両
面
か
ら
え
ら
れ
た
結
果
を
綜

合
す
る
と
、
上
ヅ
道
・
下
ッ
道
導
東
西
八
里
、
横
大
路
以
南
九
里

（
橘
寺
南
限
ま
で
）
ほ
ど
の
間
は
、
墳
墓
の
上
で
も
あ
る
時
期
に
は
一

つ
の
空
白
地
帯
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
あ
る
程
度
さ
き
の
寺
院
祉
に
よ

る
考
察
結
果
と
も
一
致
す
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
倭
京
の

範
囲
を
決
定
で
き
る
か
と
い
う
と
、
現
在
の
段
階
で
は
参
考
資
料
に

過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
飛
鳥
周
辺
に
と
く
に
多
く
み
ら
れ
る
「
ヒ
ブ
リ
山
（
火
振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

山
）
し
の
地
名
に
つ
い
て
参
考
ま
で
に
記
し
て
お
く
。

第
六
表所

　
　
在
　
　
地

名
　
称

備

考

桜
井
箭
　
（
旧
香
久
山
村
）
野
外

　
ク
　
　
（
旧
安
倍
村
）
山
田

明
日
香
村
（
旧
飛
鳥
村
）
奥
山

　
〃
　
　
（
旧
飛
鳥
村
）
豊
浦

橿
原
市
　
（
旧
畝
傍
町
V
和
田

明
日
香
村
（
旧
高
市
村
）
橘

　
〃
　
　
（
旧
二
合
村
）
平
田

　
〃
　
　
へ
暇
二
合
村
）
栗
原

　
〃
　
　
（
旧
阪
合
村
）
阿
部
山

橿
原
市
　
（
旧
越
智
岡
村
）
薩
摩

火
振
り
山

火
振
山

火
振
り
山

火
振
り
山

火
振
山
ノ
西

火
プ
リ
山

火
振
山

ヒ
フ
リ
ヤ
マ

ヒ
フ
リ
ヤ
マ

ヒ
フ
リ
ヤ
マ

ヒ
フ
リ
ヤ
マ

香
具
山
東
方
、
興
善
寺
背
後
の
山

山
田
寺
東
方
の
山
’

奥
山
久
米
寺
東
方
の
山

和
田
、
池
束
方
の
小
丘

和
田
池
西
方
の
小
丘

橘
寺
南
方
、
多
望
神
社
所
在
の
山

中
尾
山
古
墳
東
方

栗
原
寺
北
方
の
山

阿
都
山
東
南
の
山

　
大
和
に
お
い
て
は
右
以
外
に
三
1
四
例
、
飛
鳥
の
西
方
か
ら
葛
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

山
麓
に
か
け
て
認
め
ら
れ
る
が
、
と
く
に
問
題
の
飛
鳥
周
辺
に
集
中

し
て
い
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ヒ
ブ
リ
山
呼
称
地
に
つ
い

て
は
ま
だ
踏
査
を
終
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
以
外
に
も
島
庄
南
方
で

西
か
ら
の
び
た
丘
陵
の
尾
根
を
「
フ
グ
リ
山
」
と
俗
称
し
て
い
る
。
こ

れ
も
あ
る
い
は
ヒ
ブ
リ
山
の
転
詑
か
も
知
れ
ず
、
そ
の
尾
根
に
は
巨

石
が
集
め
ら
れ
て
い
る
場
所
が
あ
り
、
何
か
の
施
設
で
あ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
ヒ
ブ
リ
山
が
時
代
を
遡
っ
て
た
だ
ち

に
倭
京
の
防
衛
施
設
と
し
て
の
峰
や
戌
に
結
び
つ
く
と
す
る
の
は
危

険
な
臆
測
で
あ
る
が
、
元
興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
の
な
か
に
、
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豊
浦
寺
の
創
建
に
関
し
、
　
「
所
謂
刹
柱
立
処
者
宝
欄
之
東
仏
門
之
処
、

所
謂
二
躯
丈
六
作
処
者
物
見
岡
之
北
方
乎
」
と
記
し
、
豊
浦
寺
南
方

に
「
物
見
岡
」
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
は
さ
き
の
豊
浦
の

火
振
山
を
い
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
書
紀
の
壬
申
の
乱
関
係
記

事
に
よ
る
と
と
、
小
墾
田
に
兵
庫
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
「
火
振
山
」

の
位
置
が
さ
き
の
「
飛
鳥
」
を
と
り
囲
む
よ
う
に
み
え
、
ま
た
「
飛

鳥
」
に
通
ず
る
要
路
を
看
視
す
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ

る
飛
鳥
に
宮
都
の
あ
っ
た
時
期
は
対
内
的
に
も
、
対
外
的
に
も
軍
事

的
に
緊
張
し
た
場
面
が
多
か
っ
た
か
ら
、

た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

倭
京
の
防
衛
が
固
め
ら
れ

①
万
葉
集
巻
一
の
標
目
に
も
「
高
市
岡
本
宮
御
宇
天
皇
代
」
が
み
え
る
。

②
こ
の
奈
良
朝
の
小
社
田
宮
に
は
淳
仁
が
天
平
宝
字
四
年
八
月
置
ら
翌
五
年
正
月

　
ま
で
滞
在
し
て
お
り
、
一
晴
新
京
と
よ
ん
だ
ら
し
く
、
ま
た
天
平
神
護
元
年
に
は

　
称
徳
が
紀
伊
行
幸
の
途
次
立
寄
っ
て
い
る
。
そ
の
位
置
は
判
ら
な
い
が
、
皇
年
代

　
記
は
甘
梼
宮
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
飛
鳥
岡
本
宮
と
は
別
か
も
知
れ
な
い
。

③
東
大
寺
文
書
中
に
存
す
る
嘉
元
元
年
こ
ろ
の
東
二
型
庄
と
南
山
鼠
壁
の
水
争
い

　
に
間
す
る
絵
図
は
、
」
の
付
近
を
示
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
こ
を
北
流
す
る

　
川
は
「
タ
ケ
チ
河
（
高
市
川
）
」
を
よ
ば
れ
て
い
る
。
（
拙
稿
「
大
津
の
古
道
」
参
照
）
。

④
関
晃
「
改
新
の
詔
の
研
究
（
上
）
」
（
『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
一
五
）
。

⑤
沢
村
仁
「
難
波
京
に
つ
い
て
」
（
『
難
波
宮
竣
の
研
究
』
研
究
予
察
報
告
六
）
。

⑥
拙
稿
「
難
波
－
大
和
古
道
愛
翫
」
（
『
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念
国
史
論
集
』
所
収
）
。

⑦
拙
稿
「
藤
原
の
宮
」
（
『
日
本
と
世
界
の
歴
史
』
四
）
。

⑧
長
山
泰
孝
「
畿
内
制
の
成
立
」
（
『
日
本
の
古
代
』
近
畿
篇
所
収
）
。

⑨
京
職
大
夫
直
大
参
巨
勢
朝
臣
辛
檀
努
は
続
紀
養
老
元
年
正
月
条
に
飛
鳥
朝
京
職

　
薩
大
命
馨
心
墨
と
み
え
る
。

⑩
前
掲
拙
稿
「
大
和
の
古
道
」
。

⑬
保
井
芳
太
郎
『
大
和
上
代
寺
院
志
』
、
石
田
茂
作
『
飛
鳥
特
代
寺
院
肚
の
研
究
』
、

　
福
山
敏
男
『
日
本
建
築
一
史
研
　
究
』
、
同
『
奈
良
朗
エ
守
院
の
研
…
究
陣
。

⑫
令
集
解
喪
葬
令
当
該
条
に
は
「
古
記
云
、
皇
都
謂
京
裏
也
」
「
古
記
云
、
大
路

　
謂
諸
照
大
路
皆
是
」
「
古
記
云
、
近
辺
謂
歩
数
従
別
式
也
」
と
あ
り
、
ほ
ぼ
養
老

　
令
と
同
文
が
存
し
た
ら
し
い
。
ま
た
唐
令
に
つ
い
て
直
接
確
か
め
る
こ
と
は
で
き

　
な
い
が
、
晴
開
皇
令
に
「
在
京
師
葬
者
去
城
七
里
外
」
と
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
唐

　
令
に
も
該
当
す
る
規
定
が
あ
っ
た
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
仁
井
田
陞
『
庚
一
令

　
拾
遺
睡
八
四
一
ぺ
ー
ジ
）
。

⑬
両
日
本
紀
和
銅
二
年
十
月
癸
三
条
。

⑭
い
ず
れ
も
続
日
本
紀
に
よ
る
。
こ
の
ほ
か
聖
武
の
皇
太
子
某
王
は
那
寓
山
に

　
（
続
紀
）
、
志
貴
親
王
は
高
円
山
に
葬
ら
れ
（
万
葉
集
）
、
藤
原
不
比
等
は
佐
保
山
椎

　
山
岡
で
火
葬
に
ざ
れ
た
こ
と
（
公
卿
補
任
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

⑮
　
森
浩
一
「
古
墳
時
代
後
期
以
降
の
埋
葬
地
と
陸
地
」
（
『
古
代
学
研
究
』
五
七
）
。

⑯
　
こ
れ
ら
地
域
の
厳
密
な
古
墳
の
分
布
調
査
は
ま
だ
行
な
わ
れ
て
な
い
が
、
　
『
奈

　
良
県
高
市
郡
古
壇
誌
』
に
よ
れ
ば
、
な
お
精
査
を
要
す
る
も
の
が
多
い
。

⑰
前
掲
拙
稿
「
大
和
の
古
道
」
。

⑱
「
ヒ
プ
リ
山
」
の
地
名
に
つ
い
て
は
す
で
に
伊
達
宗
泰
氏
の
指
摘
が
あ
る
（
前

　
掲
『
藤
原
宮
』
）
。
な
お
氏
に
よ
れ
ば
、
祈
雨
の
民
俗
行
事
に
関
係
す
る
と
の
説
も

　
あ
る
由
で
あ
る
。

⑲
『
大
和
地
名
辞
典
』
に
よ
る
と
、
他
に
旧
新
庄
町
南
藤
に
「
火
降
山
」
、
旧
忍
海

　
村
平
岡
に
ヒ
ブ
リ
山
、
旧
葛
村
戸
毛
に
「
向
火
振
山
」
、
ま
た
旧
新
沢
村
観
音
寺

　
と
旧
離
上
村
原
谷
に
「
火
振
塚
」
が
あ
る
。
な
お
「
ヒ
ブ
リ
山
」
な
ど
の
小
字
名

　
と
地
籍
図
の
対
照
に
つ
い
て
は
和
田
舌
風
の
助
力
を
え
た
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
飛
鳥
の
地
域
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
一
町
瞳
一
〇
六
m
の
方

格
地
割
の
詳
細
に
つ
い
て
報
告
し
、
つ
い
で
そ
の
地
割
と
藤
原
京
条

坊
制
と
の
関
係
を
論
じ
、
さ
ら
に
そ
の
性
格
を
追
究
す
る
た
め
に
、

当
時
の
「
飛
鳥
」
の
地
域
を
考
定
し
、
さ
ら
に
倭
京
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
の
段
階
で
は
な
お
不
確
定
な
事
実
が
あ
る

た
め
、
早
急
に
あ
る
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
少

な
く
と
も
藤
原
京
以
前
に
お
け
る
方
格
地
割
の
存
在
と
い
う
新
し
い

事
実
を
確
認
で
き
た
し
、
ま
た
そ
の
地
割
を
考
え
る
た
め
の
種
々
の

聞
題
を
あ
る
程
度
整
理
で
き
た
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
本
稿
は
飛
鳥

と
方
格
地
割
に
関
す
る
中
間
報
告
に
過
ぎ
な
い
が
、
最
初
に
も
述
べ

た
よ
う
に
飛
鳥
の
保
存
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
時
期
で
も
あ
る
の
で
、

あ
え
て
未
熱
な
か
た
ち
で
公
表
す
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
な

お
こ
の
二
丁
地
割
と
条
里
制
に
つ
い
て
も
所
見
を
述
べ
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
た
が
、
紙
幅
と
時
間
の
都
合
も
あ
っ
て
こ
れ
は
続
稿
と
す

る
こ
と
と
し
た
。
諸
賢
の
適
切
な
助
言
と
批
判
を
希
望
し
て
ひ
と
ま

ず
才
筆
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
文
学
部
教
授
・
奈
良

　
本
稿
の
要
点
は
昭
和
四
十
五
年
号
月
影
七
日
付
朝
日
新
聞
紙
上
に
報
道

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
橿
原
考
古
学
研
究
所
例
会
で
発
表
し
だ
。
そ
の
際
種

々
の
助
言
を
与
え
ら
れ
た
同
研
究
所
員
、
な
ら
び
に
千
分
の
一
地
図
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
お
よ
び
地
籍
図
閲
覧

な
ど
の
便
を
供
与
さ
れ
た
明
日
香
村
役
場
・
同
教
育
委
員
会
に
厚
く
謝
意

を
齢
す
る
。

飛鳥と方格地割（岸）
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Asuka飛鳥and　its飾々読％一chiwari塩素地割

by

Toshio　Kishi

　　We　have　al士eady　supposed　that　the　boundary　of　FWfiwara－kyo藤原京

was　fixed　by　the　old　roads　in　Yamato大和，　y漉。一δガ横大路，　Nallatsu－

michi中ツ道and　Shimotsu－michi下ッ道，　as　the　northern，　eastern　and

western　limits，　wi鋤the声∂o条坊system，　twelveノδ条and　eight∂δ

．坊，in　the　area．of　four　ri里from　east　to　west　and　’six　ri　from　south　to

north　（1　ri＝106　metres）．

　　The　HOhaleu－chiwari方格地割in　close　relation　with　the　above－mentioned

allotment　of　Iand　was　supposed　to　exist　in　the　so－called／1s罐α飛鳥area

judging　from　the　arrangement　of　temple銭．、　such　as、4suha－Dera飛鳥寺，

Kawahara－1）era川原寺，　and　Tachibana－Dera橘寺，　or　of　stone　buildings

peculiar　to　Asuka．

　　In　this　article　we　wi11　explain　the　charcter　of　Ho－haleu－chiwari，　with

the　many－sided　examination　of．　its　relat玉011　with　三一勿δ二二and　the

Asuleds　sphere．

S磁％一〇励選挙，κ観9－o勉貢挙，and　K’o－o勉科挙in　China

by

Shlzuo　Sogabe’

　　The　origin　of　the　appointment　system　for　governrnent　oficials　in　China，

S磁％一〇肱選挙，may　be　found　in　Ti－lluan－s9柳’u－P’ien地官司徒篇in　Chou－li

周礼or　Wand・chih－P’ien王調篇in　Li－chi礼記，　and　in　Han漢it　was　the

system　of　Hli’iang－chti－li－s磁％郷挙里選，　which　was　changed　illto　Chits・p’in－

chun9－clzeng九品中正in　San－fluo－wei三国魏．．This　system，　however，　led

to　many　evils　as　time　went　on，　so　that　it　was　abolished　in　Si－wei西魏

and　government　officials　were　appointed　through　the　new　system　after

Choas－li．　This　new　system　was　succeeded　by　P2－choa北周，Sui　l晴，　T’an9

唐，．Wu－tai五代and　Sung宋w圭th　t．he　system　of　Wang－chih－p’ien王制篇

（58’2）




